
平成２９年度 文京区障害者地域自立支援協議会  

第２回相談支援専門部会 次第 

 

日時 平成２９年１０月１０日（火）午後２時から 

場所 文京シビックセンター３階 障害者会館Ａ＋Ｂ会議室 

 

１ 開会挨拶    

相談支援専門部会 部会長 樋口 勝氏 より 

 

 

２ 議題 

（１）平成２９年度第１回定例会議の報告及び意見交換 【資料第１号１～３】 

（２）地域コミュニティの活動拠点について ～支えあえるまちづくり～  

① 地域の居場所『こまじいのうち』 実践報告 【資料第２号】 

文京区社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター 浦田 愛氏より 

② 質疑応答・意見交換 

③ まとめ 

（３）その他 

 

 

３ その他 

  次回日程等  

 

 

【配付資料】 

 資料第１号－１ 文京区障害者地域自立支援協議会相談支援専門部会定例会議の報告 

資料第１号－２ 障害者（ 児 ）実態・意向調査報告書 

【在宅の方を対象にした調査】 

【サービス事業所の方を対象にした調査(一部抜粋版)】 

資料第１号－３ 地域共生社会の実現について 【厚生労働省資料より】 

 資料第２号   こまじいのうちのあゆみと区内に広がる居場所作り 

 

【席上配布】 

資料第３号   平成 29年度第 2回相談支援専門部会 事後アンケート 



 

文京区障害者自立支援協議会 相談支援専門部会 定例会議の報告 

 第 1回（平成 29年 7月 12日 18:30～20:30にて開催） 

 テーマ：事業所のストレングスを考える 

 目的：事業所で抱えていている課題を共有し、より良い連携を目指す 

 実施形式：グループワーク 

 参加人数：41名 

 

≪グループからの発表内容≫ 

○ 訪問看護やホームヘルプサービスなどの居宅生活でのサポート、通所系事業所でできない生活支援について

の学びが出来た。 

○ 若年層、高齢層の障害者やデイケア OBや退職後の障害者などの今後の生活支援についての不安について話

し合った。支援を求めている障害者のニーズに対応ができているか…。職員のスキルが不均一、職員間の情

報共有がうまくできていないなどの問題を共有した。 

○ 気軽に支援者同士が連絡を取り合い、横の関係を深めながら支援していくことの大切さを感じた。また他分

野の勉強をすることが必要だと共有した。 

○ 本人と家族の意見や意思どのようにまとめていくか。家族支援も同時に必要。急なキーパーソンの不在に誰

が本人サポートをしていけるのか。 

○ “知ったつもり”になって支援を提供すること、それは直に利用者への不利益となる。福祉の支援だけでは

なく医療の支援が占めるところも大きいことや、医療と福祉の連携の大切さを再確認できた。 

○ 一つの事業所で解決できることは少なくなってきているので、ネットワーク作りが重要。地域共生社会実現

のため“我が事・丸ごと”の取り組みが打ち出されている。今後は分野を超えたネットワークがより必要と

なってくる。 

○ “ソーシャルな動き”ができていないジレンマを感じる。地域とどれだけ交われているか。そこのコミュニ

ティーを知らないと広められない支援がある。地域全体の福祉力が上がっていくことが大事で、そのために

は一人一人のスキルアップが不可決。 

 

≪発表内容から見えてきた地域課題≫ 

① 相談支援体制の脆弱性 【資料第 1号-2 P60、P102、P105 参照】 

② 家族、世帯全体への支援の必要性 【資料第 1号-2 P24、P31 参照】 

③ 日中活動支援に繋がらない方への生活支援 

④ 行き場所、居場所の確保と継続した支援 

⑤ 医療との連携強化 【資料第 1号-2 P12、P31 参照】 

⑥ 医療ケアが必要な障害者・児のサポート【資料第 1号-2 P21、P38 参照】 

⑦ 地域住民も含めた地域福祉力を高めるような活動 【資料第 1号-3 参照】 

⑧ 人材育成の課題とマンパワー不足 【資料第 1号-2 P95、P97、P107 参照】 

【資料第１号－１】 

【資料第 1号-2 P63、P68、P72、P74 参照】 
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第１章 

在宅の方を対象にした調査 
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１．本人について 

 （１）調査票の回答者 

問１ この調査票に回答していただく方はどなたですか。（○はひとつ） 

 

調査の回答者は、全体では「あて名本人」が72.7％と大半を占めています。 

障害の種類別にみると、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」で「あて名本人」が36.1％、29.2％

と他に比べて低くなっています。 

 

  

全体 (2,176)

身体のみ (1,010)

知的のみ (191)

精神のみ (375)

身体+知的 (48)

身体+精神 (24)

知的+精神 (10)

難病・特定疾患 (818)

73.4

36.1

81.1

29.2

45.8

40.0

80.3

11.8

42.9

6.9

50.0

29.2

30.0

7.1

0.4

4.2

0.3

4.2

4.2

10.0

0.4

14.5

16.8

11.7

16.7

20.8

20.0

12.2

(%)ｎ

72.7 12.8

0.8

13.8

(%)

あ
て

名
本

人

家
族

そ
の

他

無
回

答
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（２）性別 

問２ あなたの性別をお聞きします。（○はひとつ） 

 

性別についてみると、「男性」が46.8％、「女性」が51.7％となっています。 

     

 《障害の種類別》 

         

 

 障害の種類別にみると、「身体のみ」と「精神のみ」では男女がほぼ半数、「知的のみ」では「男性」

が６割近く、「難病・特定疾患」では「女性」が６割近くとなっています。 

 

  

46.8 51.7 1.5

ｎ

(2,176)

(%)

男
性

女
性

無
回

答

 調査数              男性                女性                無回答

身体のみ 1010 51.6 47.5 0.9

知的のみ 191 59.2 40.3 0.5

精神のみ 375 47.2 50.1 2.7

身体＋知的 48 52.1 45.8 2.1

身体＋精神 24 58.3 37.5 4.2

知的＋精神 10 30.0 70.0      -

難病・特定疾患 818 39.9 58.8 1.3
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（３）年齢 

問３ あなたの年齢をお聞きします。平成２８年１0月１日現在の満年齢をお書きください。 

 

 年齢についてみると、「75歳以上」が27.4％と最も多くなっており、次いで「50～59歳」が15.3％、

「40～49歳」が15.1％となっています。 

 

《障害の種類別》 

  

 

 障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「75歳以上」が46.5％と特に多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「18～29歳」が39.8％、「精神のみ」では「40～49歳」が31.5％と最も多く

なっています。 

 また、「難病・特定疾患」では、「75歳以上」が23.0％で最も多くなっています。 

 

  

7.9 9.3 15.1 15.3 6.7 8.6 8.0 27.4 1.7

ｎ

(2,176)

(%)

1

8
～

2

9
歳

3

0
～

3

9
歳

4

0
～

4

9
歳

5

0
～

5

9
歳

6

0
～

6

4
歳

6

5
～

6

9
歳

7

0
～

7

4
歳

7

5

歳

以

上

無

回

答

 調査数              18～29歳            30～39歳            40～49歳            50～59歳            60～64歳            65～69歳   

身体のみ 1010 1.8 4.0 6.6 9.3 7.9 11.4

知的のみ 191 39.8 14.7 19.9 14.7 2.1 3.1

精神のみ 375 9.6 19.2 31.5 24.0 5.6 3.7

身体＋知的 48 25.0 18.8 16.7 10.4 4.2 4.2

身体＋精神 24 4.2 4.2 12.5 25.0 12.5 8.3

知的＋精神 10 10.0      -      - 40.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 5.3 8.7 15.1 17.9 8.6 11.1

 調査数              70～74歳            75歳以上            無回答 

身体のみ 1010 11.4 46.5 1.1

知的のみ 191 3.1 1.0 1.6

精神のみ 375 2.1 1.9 2.4

身体＋知的 48 8.3 12.5      -

身体＋精神 24 8.3 25.0      -

知的＋精神 10 10.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 8.9 23.0 1.5
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（４）手帳の所持状況 

問４ あなたが持っている手帳の種類をお聞きします。手帳をお持ちの方は、等級・程度にも○

をつけてください。（該当するものに〇） 

 

    
 手帳の所持状況については、「身体障害者手帳」が49.5％と最も多く、次いで「精神障害者保健福祉手

帳」が18.6％、「愛の手帳」が11.2％となっています。 

一方、「これらの手帳は持っていない」は23.1％となっています。 

 

 《各等級別》 

 

身体障害者手帳        愛の手帳       精神障害者保健福祉手帳 

 

 身体障害者手帳の等級については、「１級」が37.7％と最も多く、次いで「４級」が20.6％、「２級」

が14.6％となっています。 

愛の手帳の等級については、「４度」が41.4％で最も多く、次いで「２度」が25.8％、「３度」が24.2％

となっています。 

 精神障害者保健福祉手帳については、「２級」が48.8％と最も多く、次いで「３級」が45.3％となって

います。 

 

  

49.5

11.2

18.6

23.1

1.2

0 10 20 30 40 50

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

（%）

ｎ＝（2,176）

37.7

14.6

13.7

20.6

4.0
3.9

5.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

６級

５級

４級

３級

２級

１級

6.1

25.8

24.2

41.4

2.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

４度

３度

２度

１度

4.7

48.8

45.3

1.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

３級

２級

１級
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（４-１）手帳を所持していない人の内訳 

    

障害者手帳を所持していない人の内訳は、「難病・特定疾患」が96.8％を占めています。 

 

（４-２）身体障害の種類 

    

 身体障害の種類については、「内部障害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう・直腸、象徴、免疫機能、肝

臓）」が30.0％と最も多く、次いで「肢体不自由（上肢・下肢・体幹等）」が27.9％、「視覚障害」が

11.5％となっています。 

 

  

96.8 

5.0 

2.0 

0.8 

0.2 

2.2 

0.8 

0.8 

0 20 40 60 80 100

難病・特定疾患

慢性疾患

精神疾患

発達障害

高次脳機能障害

その他

特にない

無回答

ｎ＝（502）

30.0 

27.9 

11.5 

9.8 

4.8 

23.6 

0 10 20 30

内部障害

肢体不自由

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

無回答

ｎ＝（1,077）
（%）

(%) 
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（５）年収 

問５ あなたご本人の年収額をお聞きします。税金等を差し引く前の額でお答えください。（○は

ひとつ） 

    

 本人の収入についてみると、「収入がない」が22.8％と最も多く、150万円未満が全体の過半数を占め

ています。 

 
《同居家族別》 

 

同居家族別にみると、グループホーム等での集団生活は「収入がない」が他と比べて少なく、「80万以

上～150万円未満」が多くなっています。 

22.8 

14.8 

19.4 

15.3 

14.7 

6.8 

2.8 

3.4 

0 5 10 15 20 25

収入はない

80万円未満

80万円以上～150万円未満

150万円以上～250万円未満

250万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

ｎ＝（2,176）

 

調査数              
収入
はない

80万円
未満

80万円以上
～
150万円未満

150万円以上
～
250万円未満

250万円以上
～
500万円未満

500万円以上
～
1,000万円未満

父親 319 31.0 21.0 25.4 10.0 8.2 2.2

母親 455 29.9 20.4 25.1 11.0 9.9 2.2

配偶者 898 19.6 12.7 15.3 14.9 19.4 9.9

子 569 23.0 13.7 14.4 15.3 14.2 10.2

兄弟・姉妹 249 26.1 19.7 25.3 16.5 8.0 1.6

その他親族 67 20.9 22.4 28.4 14.9 11.9 1.5

ひとり暮らし 515 23.5 9.5 18.3 20.0 15.0 7.6

グループホーム等
での集団生活

41 14.6 26.8 36.6 12.2 2.4      -

その他 64 20.3 18.8 18.8 21.9 14.1 3.1

 
調査数              

1,000万円
以上

無回答 

父親 319      - 2.2

母親 455 0.4 1.1

配偶者 898 5.0 3.2

子 569 5.3 3.9

兄弟・姉妹 249 0.8 2.0

その他親族 67      -      -

ひとり暮らし 515 2.7 3.5

グループホーム等
での集団生活

41      - 7.3

その他 64      - 3.1

(%) 
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（６）収入の内訳 

問６ あなたご本人の主な収入の内訳をお聞きします。（○は３つまで） 

  

 本人の収入の内訳をみると、「年金（障害基礎年金など）」が56.1％と最も高くなっています。 

 

（７）同居家族 

問７ あなたの同居家族をお聞きします。（○はいくつでも） 

  

 同居家族についてみると、「配偶者」が41.3％と最も多く、以下、「子」が26.1％、「ひとり暮らし」が

23.7％と続いています。 

 

  

56.1

28.4

14.0

9.7

7.1

5.6

5.5

7.1

5.7

0 20 40 60

年金（障害基礎年金など）

給与・報酬（企業などに就労）

手当（障害者手当など）

親族の扶養または援助

事業収入（自営業等）

工賃（通所施設・福祉作業所などに通所）

生活保護費

その他

無回答

（%）ｎ＝（2,176）

41.3

26.1

23.7

20.9

14.7

11.4

3.1

1.9

2.9

1.0

0 20 40 60

配偶者

子

ひとり暮らし

母親

父親

兄弟・姉妹

その他親族

グループホーム等での集団生活

その他

無回答

（%）ｎ＝（2,176）
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《年齢別》 

 

 

年齢別にみると、30歳を超えると「配偶者」、40歳を超えると「子」がそれぞれ多くなり、「ひとり暮

らし」は50～60歳代で比較的多くなっています。 

 

 

  

 
調査数              父親                母親                配偶者              子                  兄弟・姉妹          その他親族

18～29歳 172 62.2 77.3 4.1 2.3 51.7 6.4

30～39歳 203 32.5 43.3 30.0 18.7 17.7 3.4

40～49歳 328 30.2 38.7 34.1 27.4 12.2 1.2

50～59歳 333 10.2 20.1 37.5 29.1 9.6 1.8

60～69歳 332 1.5 7.5 50.0 27.7 7.8 1.5

70～79歳 399      - 2.0 63.4 26.6 3.5 3.8

80歳以上 372 0.8 0.3 43.0 34.9 2.7 4.8

 

調査数              ひとり暮らし        
グループ
ホーム等で

の集団生活

その他              無回答

18～29歳 172 12.8 2.3 2.9      -

30～39歳 203 19.7 3.9 1.0      -

40～49歳 328 22.3 0.9 1.5 0.6

50～59歳 333 28.8 3.3 1.5      -

60～69歳 332 28.9 0.6 4.8 2.1

70～79歳 399 20.6 1.5 2.0 1.8

80歳以上 372 25.8 1.6 6.2 1.1
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２．障害と健康について 

（１）障害に最初に気づいた時期 

問８ あなたの障害や心身の不調について、あなたやご家族の方などが最初に気づいた時期を

お聞きします。（○はひとつ） 

       

 本人や家族等が障害に気づいた時期についてみると、「18～29歳」が15.2％で最も多く、以下「50～59

歳」が12.5％、「40～49歳」が12.0％となっています。 

《障害の種類別》 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「50～59歳」が16.4％と最も多くなっているのに対して、

「知的のみ」では「０～５歳」が59.7％で最も多くなっています。 

 また、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では、「18～29歳」が、それぞれ38.7％、16.4％で最も多く

なっています。 

 

  

4.0

10.3

7.8

15.2

11.3

12.0

12.5

7.2

5.8

5.2

6.1

2.5

0 5 10 15 20

生まれたとき

０～５歳

６～17歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）

 
調査数              生まれたとき        ０～５歳            ６～17歳            18～29歳            30～39歳            40～49歳

身体のみ 1010 3.5 6.9 5.0 6.8 7.3 12.4

知的のみ 191 15.7 59.7 15.2 3.1 1.6 0.5

精神のみ 375 1.1 4.0 13.3 38.7 20.0 13.6

身体＋知的 48 27.1 43.8 8.3      - 2.1 4.2

身体＋精神 24 4.2 12.5 4.2 37.5      - 4.2

知的＋精神 10 10.0 30.0 20.0      - 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 1.3 2.8 6.4 16.4 15.3 16.1

 
調査数              50～59歳            60～64歳            65～69歳            70～74歳            75歳以上            無回答

身体のみ 1010 16.4 10.9 8.9 8.7 10.6 2.6

知的のみ 191      - 0.5      -      -      - 3.7

精神のみ 375 6.4 1.1 0.3 0.3 0.3 1.1

身体＋知的 48 2.1      - 4.2 2.1 4.2 2.1

身体＋精神 24 16.7      - 4.2 4.2 4.2 8.3

知的＋精神 10      -      -      -      - 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 16.1 7.6 6.4 4.9 4.8 2.0
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（２）障害に最初に気づいた時の相談相手 

問９ 障害や心身の不調に気づいたとき、誰に相談しましたか。 （○はいくつでも） 

       

相談相手についてみると「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」（59.7％）と「家族」（47.1％）

の２つに集中しています。 

  

59.7

47.1

4.0

3.6

3.0

2.2

2.1

1.3

1.0

0.9

0.9

0.5

0.3

0.2

5.4

7.6

3.5

0 20 40 60

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

家族

保健サービスセンター（保健師）

障害福祉課・予防対策課の窓口

インターネット等の情報

学校の教職員

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

保育園・こども園・幼稚園の教職員

児童相談センター（児童相談所）

障害等の当事者会や家族の会

教育委員会・教育センター

障害者基幹相談支援センター

民生委員・児童委員

子ども家庭支援センター

その他

相談しなかった

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 

障害の種類別にみると、いずれの障害でも「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が最も多く、

次いで「家族」となっています。 

 

 

  

 調査数              家族                
学校の教職
員

保育園・こど
も園・幼稚園
の教職員

民生委員・児
童委員

障害等の当
事者会や家
族の会

医療関係者
（医師・看護
師・医療相談
員）

身体のみ 1010 47.1 0.4      - 0.5 0.6 59.3

知的のみ 191 42.9 11.0 11.0      - 3.7 47.6

精神のみ 375 45.9 5.1 0.8 0.3 1.3 61.9

身体＋知的 48 43.8 2.1 6.3 2.1 4.2 52.1

身体＋精神 24 29.2      - 4.2      -      - 45.8

知的＋精神 10 30.0      - 10.0      -      - 30.0

難病・特定疾患 818 49.4 0.5 0.4 0.2 0.6 65.3

 調査数              
障害福祉課・
予防対策課
の窓口

障害福祉課・
予防対策課
以外の区の
窓口

保健サービ
スセンター
（保健師）

障害者基幹
相談支援セ
ンター

子ども家庭
支援センター

教育委員会・
教育センター

身体のみ 1010 4.0 1.7 0.9 0.3 0.2      -

知的のみ 191 8.4 5.8 15.2 3.7 0.5 8.4

精神のみ 375 2.9 2.1 8.8      - 0.3 0.8

身体＋知的 48 8.3 2.1 10.4      -      - 2.1

身体＋精神 24 8.3 8.3 8.3      -      -      -

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0      -      -      -

難病・特定疾患 818 2.7 1.3 2.4 0.1 0.1      -

 調査数              
児童相談セ
ンター（児童
相談所）

インターネッ
ト等の情報

相談しなかっ
た

無回答

身体のみ 1010      - 1.9 6.9 4.6

知的のみ 191 8.9 2.1 4.7 6.8

精神のみ 375 0.8 6.1 12.5 8.0

身体＋知的 48 2.1 2.1 2.1 8.3

身体＋精神 24 4.2      - 16.7 8.3

知的＋精神 10 10.0      -      - 20.0

難病・特定疾患 818      - 3.5 6.4 2.9
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（３）疾患・障害の有無 

問10 あなたには、次の疾患や障害がありますか。（該当するものに〇） 

     

        

疾患・障害についてみると、「難病・特定疾患」が37.6％で最も多く、次いで「慢性疾患（糖尿病・

心臓疾患・脳血管疾患・腎臓疾患・大腸の疾患等）」が20.6％ となっています。 

 

 

  

37.6

20.6

9.4

8.8

8.1

6.8

4.3

1.4

0.5

4.7

9.9

7.8

0 10 20 30 40

難病・特定疾患

慢性疾患

知的障害

気分障害

統合失調症

発達障害

神経症

高次脳機能障害

依存症

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）



【資料第１号－２】 

15 

（４）難病・特定疾患の病名 

問11 問10で 「１ 難病・特定疾患」 と回答された方にお聞きします。 

病名（東京都発行の難病医療費等助成制度の医療券もしくは診断書に記載されている病名）等

をお答え下さい。 

 

 

２件以上の回答があった難病・特定疾患の病名を疾患群別にまとめたところ、「消化器系疾患」が

24.6％で最も多く、次いで「神経・筋疾患」が20.1％、「代謝系疾患」が18.7％となっています。 

 

また、診断を受けてからの平均期間は12年6.5か月となっています。 

 

《診断を受けてからの期間》   ｎ＝(758)                   

５年未満 ５～10年未満 10～20年未満 20～30年未満 30～40年未満 40年以上 平均 

27.2％ 23.7％ 26.3％ 13.2％ 7.1％ 2.4％ 12年6.5か月 

 

  

24.6 

20.1 

18.7 

15.0 

3.9 

3.9 

3.7 

3.1 

3.0 

2.4 

2.1 

1.0 

0.3 

0 10 20 30

消化器系疾患

神経・筋疾患

免疫系疾患

腎・泌尿器系疾患

循環器系疾患

視覚系疾患

骨・関節系疾患

呼吸器系疾患

代謝系疾患

血液系疾患

皮膚・結合組織疾患

内分泌器系疾患

聴覚・平衡機能系疾患

ｎ＝（667）
（%）
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（５）発達障害の診断名 

問12 問10で 「８ 発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）」 と回答された方にお聞きし

ます。  診断名をお答え下さい。 

 

  

発達障害の診断名をまとめたところ、自閉症が最も多く20.1％となっています。 

 

（６）発達障害の問題・困難に気づいた時期 

問13 問10で 「８ 発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）」 と回答された方にお聞きし

ます。 

あなたご自身が、発達障害に基づく日常生活の問題や困難に気づいたのはいつごろですか。 

 

 発達障害の方が問題・困難に気がついた時期としては、「小学校入学前（０～５歳）が31.5%と最

も多く、次いで「小学生のころ（６～12歳）」が24.8%、「就職した後」が10.7% となっています。 

また、「就職した後」の場合の平均年齢は31.8歳でした。（ｎ＝14） 

  

20.1 

19.5 

11.4 

8.7 

7.4 

4.0 

3.4 

2.0 

1.3 

2.0 

0 5 10 15 20 25

自閉症

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害（ADHD)

自閉症スペクトラム（アスペルガー症候群）

学習障害

知的障害、精神遅滞、精神薄弱

発達障害

てんかん

機能障害

その他

（%）ｎ＝（149）

31.5

24.8

10.7

6.0

4.7

3.4

5.4

6.7

6.7

0 10 20 30 40

小学校入学前（０～５歳）

小学生のころ（６～12歳）

就職した後

大学・専門学校等に入学した後（19歳以上）

中学生のころ（13～15歳）

高校生のころ（16～18歳）

その他

特に問題や困難はない

無回答

ｎ＝（149）

(%) 
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（７）発達障害の問題・困難の内容 

問14 問10で 「８ 発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）」 と回答された方にお聞きし

ます。 

それはどのような問題や困難でしたか。 （○はいくつでも） 

 
発達障害の問題・困難の内容としては、「対人関係（友人等・家族を除く）」が53.7％で最も多く、

次いで「学校関係」が40.9％ 、「就職・仕事に関すること」が38.9％となっています。 

 

●具体的な困難の内容 

○対人関係（友人等・家族の除く）について 

・誰ともつきあえない 言葉がうまく話せない。 

・いじめられやすい（からかわれやすいも含む）。 

・みんなと一緒にできない。 

○学校関係について 

・多動で目が離せない。 

・言葉での指示が判らないことが多い。 

○就職・仕事に関すること 

・仕事に耐えられない、遅刻等迷惑をかける。 

・やりたい事がコロコロ変わる為、同じ所で働き続けるのが困難。モチベーションが下がり気味。 

○心身の状態に関すること 

・ストレスに弱い。 

・発達の遅れ、感覚過敏、刺激に弱い、常同行為、パニックなどのため外出が困難、コミュニケー

ションが困難、日常生活そのものが困難。 

○家族関係について 

・じっとしていられない、迷子になる。 

・我慢できなかったり、融通がきかなかったりするので、やりたい事、食べたい等、制限されたり

伝わらなかったりするとパニックをおこすこともあった。 

 

 

  

53.7

40.9

38.9

34.9

23.5

11.4

25.5

0 20 40 60

対人関係（友人等・家族を除く）

学校関係

就職・仕事に関すること

心身の状態に関すること

家族関係

その他

無回答

（%）ｎ＝（149）
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《気が付いた時期別》 

 

 発達障害の問題・困難に気がついた時期別でみると、小学校入学前、小学生のころとも、「対人関係

（友人等家族を除く）」が、それぞれ66.0％、75.7％を占めて最も多くなっています。 

 

 

（８）障害、不調の治療・相談先 

問15 あなたは、手帳の理由となっている障害や心身の不調について、どのような医療機関で

治療を受けたり、相談をしたりしていますか。（○はいくつでも） 

 

     
 障害についての受診・相談先をみると、「一般病院・大学病院」が61.8％で最も多く、次いで「専門の

診療所・クリニック」が29.6％となっています。 

 

  

 

調査数
対人関係（友
人等・家族を

除く）

家族関係 学校関係
就職・仕事に
関すること

心身の状態
に関すること

その他 無回答

小学校入学前（0 ～5 歳） 47 66.0 36.2 48.9 36.2 42.6 14.9 21.3

小学生のころ（６～12歳） 37 75.7 24.3 70.3 51.4 35.1 10.8 2.7

中学生のころ（13～15歳） 7 57.1 28.6 28.6 14.3 42.9 14.3 42.9

高校生のころ（16～18歳） 5 20.0      - 60.0 60.0      -      - 20.0

大学・専門学校等に入学した後

（19歳以上）
9 88.9 22.2 33.3 55.6 22.2 11.1      -

就職した後 16 25.0 18.8 6.3 62.5 50.0 12.5 25.0

その他 8 25.0 12.5 25.0 25.0 25.0 25.0 50.0

特に問題や困難はない 10      -      -      -      - 10.0      - 90.0

61.8

29.6

8.7

2.5

3.7

5.1

0 20 40 60 80

一般病院・大学病院

専門の診療所・クリニック

専門病院（療育・リハビリ科・精神科など）

その他

医療機関には相談していない

無回答

（%）
ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

  

障害の種類別にみると、「難病・特定疾患」、「身体のみ」では、「一般病院・大学病院」が、それぞれ

69.3％、79.1％と最も多くなっています。 

一方、「精神のみ」、「知的のみ」では「専門の診療所・クリニック」が、それぞれ53.9％、40.3％で最

も多くなっています。 

 

（９）かかりつけ医の有無 

問16 あなたは、問15の医療機関以外に、普段の健康や体調が悪い時（風邪など）に気軽に相

談できる診療所の「かかりつけ医」がいますか。（○はいくつでも） 

  

 かかりつけ医の有無についてみると、全体の６割以上がかかりつけ医を持っています。 

《障害の種類別》 

     

 

障害の種類別にみると、いずれの障害も「診療所・クリニック（通院）」が最も多くなっています。 

 

調査数              
専門の診療
所・クリニック

一般病院・大
学病院

専門病院（療

育・リハビリ
科・精神科な
ど）

医療機関に

は相談してい
ない

その他 無回答

身体のみ 1010 27.5 69.3 5.2 4.6 2.0 4.7

知的のみ 191 40.3 29.8 18.3 13.1 5.2 7.9

精神のみ 375 53.9 31.2 19.2 0.5 2.7 1.3

身体＋知的 48 29.2 47.9 25.0 6.3 10.4 8.3

身体＋精神 24 37.5 54.2 25.0      - 8.3 16.7

知的＋精神 10 50.0 40.0 30.0      - 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 18.8 79.1 3.8 0.4 2.4 5.5

59.3

5.6

2.8

27.1

6.4

0 20 40 60

診療所・クリニック（通院）

診療所・クリニック（往診や訪問診療）

その他

なし

無回答

（%）
ｎ＝（2,176）

 調査数              
診療所・クリ
ニック（通院）

診療所・クリ

ニック（往診
や訪問診療）

なし その他 無回答

身体のみ 1010 62.0 7.9 20.2 3.1 7.8

知的のみ 191 71.7 1.6 19.4 2.1 6.3

精神のみ 375 60.3 1.9 34.9 2.4 1.6

身体＋知的 48 62.5 10.4 18.8 2.1 10.4

身体＋精神 24 58.3 16.7 4.2 8.3 20.8

知的＋精神 10 50.0      - 20.0      - 30.0

難病・特定疾患 818 50.4 6.0 35.1 3.1 6.5
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（10）受診状況 

問17 障害等について、受診状況等をお聞きします。（○はひとつ） 

 

 現在の受診状況は、「定期的に通院している」が79.0％となっています。 

 

 障害の種類別にみると、「精神のみ」と「難病・特定疾患」で「定期的に通院している」が９割前後な

のに対して、「知的のみ」では５割台となっています。 

  

全体 (2,176)

身体のみ (1,010)

知的のみ (191)

精神のみ (375)

身体+知的 (48)

身体+精神 (24)

知的+精神 (10)

難病・特定疾患 (818)

75.0

53.4

92.3

62.5

62.5

70.0

86.7

3.9

1.6

1.1

2.1

16.7

3.3

0.9

0.5

0.4

1.8

2.6

2.7

8.3

8.3

10.0

1.3

11.0

26.7

2.7

16.7

1.0

1.7

7.3

0.5

4.2

1.5

5.8

8.4

0.3

6.3

12.5

20.0

5.9

(%)ｎ 79.0

2.9 0.5 1.9

8.6

1.9

5.2

(%)

定
期

的
に

通
院
し

て

い
る

定
期

的
に

訪
問
診

療

を
受

け
て

い
る

定
期

的
に

訪
問
看

護

を
受

け
て

い
る

現
在

入
院

し
て
い

る

そ
の

他

現
在

は
通

院
し
て

い

な
い

無
回

答
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（11）日常生活で必要な介助・支援 

問18 あなたは、毎日の生活の中で、どのような介助や支援が必要ですか。（〇はいくつでも） 

 

 日常生活で必要な介助や支援についてみると、「調理・掃除・洗濯等の家事」が29.5％で最も多く、

「区役所や事業者などの手続き」が26.6％でこれに次いでいます。 

 一方、「介助や支援は必要ない」は21.5％となっています。 

 

  

29.5

26.6

21.5

21.3

19.4

18.2

17.6

17.4

14.0

12.6

12.0

10.3

9.6

9.1

7.6

6.9

5.7

3.7

2.5

10.8

18.0

0 10 20 30

調理・掃除・洗濯等の家事

区役所や事業者などの手続き

介助や支援は必要ない

日常の買い物

通院、通学・通勤

お金の管理

通院、通学・通勤以外の外出

薬の管理

入浴

日常生活動作の見守り

食事

電話の利用

日常生活に必要な意志の伝達

着替え

排せつ

洗顔・歯磨き

室内の移動

医療的ケア（喀痰吸引、経管栄養、導尿、呼吸管理等）

寝返り

その他

無回答

（%）

ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「調理・掃除・洗濯等の家事」が27.8％で最も多くなって

いるほか、「難病・特定疾患」でも19.6％と高くなっています。 

また、「精神のみ」でも「調理・掃除・洗濯等の家事」が36.5％と最も多くなっています。 

一方、「知的のみ」では「区役所や事業者などの手続き」が71.2％と最も多く、次いで「お金の管理」

が67.0％となっています。 

 

  

 
調査数              食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え

調理・掃除・
洗濯等の家
事

室内の移動

身体のみ 1010 13.3 8.5 17.1 3.0 11.0 27.8 7.3

知的のみ 191 23.0 14.7 24.6 2.1 16.2 58.1 3.7

精神のみ 375 9.6 1.9 4.3 0.8 2.4 36.5 2.1

身体＋知的 48 31.3 41.7 45.8 12.5 41.7 62.5 29.2

身体＋精神 24 20.8 16.7 37.5 8.3 16.7 45.8 12.5

知的＋精神 10 30.0 10.0 40.0      - 10.0 50.0 10.0

難病・特定疾患 818 9.2 7.1 12.6 3.3 9.7 19.6 6.1

 
調査数              洗顔・歯磨き 電話の利用 お金の管理

日常の買い
物

通院、通学・
通勤

通院、通学・
通勤以外の
外出

日常生活に
必要な意志
の伝達

身体のみ 1010 6.0 10.5 12.1 22.4 22.8 18.6 6.9

知的のみ 191 19.9 31.9 67.0 41.4 36.1 40.8 38.7

精神のみ 375 3.7 5.1 21.9 15.2 11.5 10.7 9.3

身体＋知的 48 39.6 45.8 56.3 52.1 41.7 41.7 39.6

身体＋精神 24 16.7 8.3 33.3 37.5 25.0 29.2 16.7

知的＋精神 10 10.0 10.0 40.0 30.0      -      - 10.0

難病・特定疾患 818 5.0 5.0 9.3 16.4 15.9 13.8 2.9

 

調査数              
日常生活動
作の見守り

薬の管理
区役所や事
業者などの
手続き

介助や支援
は必要ない

医療的ケア
（喀痰吸引、
経管栄養、
導尿、呼吸
管理等）

その他 無回答

身体のみ 1010 10.6 15.0 24.4 20.0 4.5 9.4 19.6

知的のみ 191 34.0 49.7 71.2 3.7 5.8 3.1 7.3

精神のみ 375 12.0 17.1 25.9 15.2 1.6 14.4 10.9

身体＋知的 48 43.8 47.9 58.3 2.1 10.4 2.1 14.6

身体＋精神 24 29.2 45.8 33.3 4.2 4.2 16.7 16.7

知的＋精神 10 10.0 30.0 20.0      - 10.0 10.0 40.0

難病・特定疾患 818 8.4 10.0 17.2 31.2 4.3 12.1 22.6
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《疾病・障害別》 

 

 

疾患・障害別でみると、高次脳機能障害では「区役所や事業者などの手続き」（63.3％）や「調理・掃

除・洗濯等の家事」（56.7％）が高くなっています。 

  

 調査数              食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え

調理・掃除・

洗濯等の家

事

室内の移動

難病・特定疾患 818 9.2 7.1 12.6 3.3 9.7 19.6 6.1

慢性疾患 448 17.0 9.4 19.2 2.7 11.2 32.6 7.6

統合失調症 176 13.6 3.4 7.4 1.1 5.7 44.9 3.4

気分障害 192 9.4 1.6 5.2 0.5 2.1 36.5 2.6

神経症 94 14.9 3.2 6.4 2.1 4.3 38.3 3.2

依存症 10      -      -      -      -      - 30.0      -

知的障害 204 28.4 21.6 30.9 3.9 23.0 63.2 9.3

発達障害 149 14.1 6.7 18.1      - 10.1 43.6 0.7

高次脳機能障害 30 30.0 30.0 36.7 16.7 33.3 56.7 23.3

特にない 215 7.0 4.7 10.2 0.5 3.7 23.3 1.9

その他 103 8.7 9.7 15.5 1.9 8.7 32.0 11.7

 

調査数              洗顔・歯磨き 電話の利用 お金の管理
日常の買い
物

通院、通学・
通勤

通院、通学・

通勤以外の
外出

日常生活に

必要な意志
の伝達

難病・特定疾患 818 5.0 5.0 9.3 16.4 15.9 13.8 2.9

慢性疾患 448 7.1 8.9 17.6 26.6 26.1 20.3 6.9

統合失調症 176 4.5 5.7 23.9 21.6 15.3 13.6 10.8

気分障害 192 4.7 4.2 21.9 18.8 10.9 13.5 7.3

神経症 94 4.3 7.4 18.1 18.1 14.9 18.1 13.8

依存症 10      - 10.0      - 10.0 10.0      -      -

知的障害 204 26.5 36.8 70.6 43.6 39.7 43.6 42.2

発達障害 149 14.1 21.5 42.3 25.5 21.5 22.1 27.5

高次脳機能障害 30 26.7 36.7 46.7 36.7 36.7 30.0 33.3

特にない 215 3.3 12.1 7.9 17.7 17.2 16.7 5.6

その他 103 7.8 12.6 18.4 22.3 25.2 20.4 11.7

 

調査数              

日常生活動

作の見守り
薬の管理

区役所や事
業者などの

手続き

介助や支援

は必要ない

医療的ケア

（喀痰吸引、
経管栄養、

導尿、呼吸
管理等）

その他 無回答

難病・特定疾患 818 8.4 10.0 17.2 31.2 4.3 12.1 22.6

慢性疾患 448 14.3 20.5 30.8 17.6 4.7 11.4 16.5

統合失調症 176 13.6 25.6 32.4 11.9 1.7 7.4 10.8

気分障害 192 8.9 16.1 19.8 16.1 1.6 16.7 12.0

神経症 94 18.1 16.0 23.4 16.0 2.1 20.2 4.3

依存症 10 20.0      - 30.0      -      - 40.0 20.0

知的障害 204 39.7 54.4 74.0 2.5 7.4 3.9 4.4

発達障害 149 18.1 30.2 47.7 8.7 4.0 12.1 12.1

高次脳機能障害 30 30.0 50.0 63.3 6.7 10.0 3.3 3.3

特にない 215 4.7 9.3 19.1 27.4 0.5 11.6 16.7

その他 103 20.4 16.5 31.1 13.6 3.9 16.5 18.4
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（12）主な介助者 

問19 あなたを主に介助・支援している人はどなたですか。（○はひとつ） 

 

主な介助者・支援者をみると、「配偶者」が28.4％で最も多く、次いで「母親」が19.7％となっていま

す。 

 

障害の種類別にみると、「難病・特定疾患」では、「配偶者」が42.1％と最も多くなっているほか、身

体のみでも40.3％ となっています。 

 一方、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」では「母親」が６割以上と最も多くなっているほか、

「精神のみ」でも29.6％となっています。 

 

  

全体 (1,317)

身体のみ (610)

知的のみ (170)

精神のみ (277)

身体+知的 (40)

身体+精神 (19)

知的+精神 (6)

難病・特定疾患 (378)

1.5

17.1

12.3

7.5

5.3

16.7

2.4

5.1

61.8

29.6

62.5

26.3

8.5

40.3

19.5

2.5

15.8

42.1

20.0

2.9

2.5

11.4

4.1

10.6

5.4

5.0

5.3

2.9

1.3

1.2

0.4

2.5

5.3

16.7

1.3

8.9

6.9

5.0

10.5

16.7

6.3

0.3

1.1

0.3

11.6

8.2

16.6

10.0

26.3

33.3

17.7

6.9

1.2

5.4

2.5

5.3

16.7

7.1

(%)

ｎ

6.1

19.7 28.4 12.0 5.2

1.2

6.6

0.5

14.3 6.1

(%)

父

親

母

親

配

偶

者

子 兄

弟

・

姉

妹

そ

の

他

親

族

ホ
ー

ム

ヘ

ル
パ
ー

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

そ

の

他

無

回

答
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（13）主な介助者が支援できなくなった場合の対応 

問20 毎日の生活の中で介助や支援が必要な方にお聞きします。 

主な介助者があなたを介助・支援できなくなった場合はどうしますか。（○は３つまで） 

      

 

主な介助者・支援者が支援できなくなった場合の対応をみると、「一緒に住んでいる家族に頼む」が

23.2％と最も多く、次いで「別に住んでいる家族に頼む」が17.5％となっています。 

 

  

23.2

17.5

13.5

12.2

10.9

9.1

8.8

5.6

6.2

13.5

20.1

0 10 20 30

一緒に住んでいる家族に頼む

別に住んでいる家族に頼む

居宅介護（ホームヘルプ）を利用する

高齢者施設（老人ホーム等）に入所する

障害者施設（障害者支援施設等）

に入所する

病院に入院する

短期入所（ショートステイ）を利用する

グループホームに入居する

その他

どうしたら良いかわからない

無回答

（%）
ｎ＝（1,317）
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《障害の種類別》 

  

 

障害の種類別にみると、「知的のみ」では「一緒に住んでいる家族に頼む」が38.8％と最も多くなって

いるほか、「身体のみ」では22.3％ 、「難病・特定疾患」では20.9％となっています。 

 また、「精神のみ」では「一緒に住んでいる家族に頼む」と「別に住んでいる家族に頼む」がいずれも

19.1％となっています。  

 

  

 

調査数
一緒に住ん
でいる家族に
頼む

別に住んで
いる家族に
頼む

居宅介護
（ホームヘル
プ）を利用す
る

高齢者施設
（老人ホーム
等）に入所す
る

障害者施設
（障害者支援
施設等）に入
所する

病院に入院
する

身体のみ 610 22.3 19.8 17.5 17.7 10.0 10.5

知的のみ 170 38.8 11.2 6.5 4.7 28.2 2.9

精神のみ 277 19.1 19.1 8.7 2.5 4.3 10.1

身体＋知的 40 42.5 5.0 10.0 17.5 40.0 10.0

身体＋精神 19 21.1 15.8 21.1 5.3 15.8 15.8

知的＋精神 6 33.3 16.7      -      -      - 16.7

難病・特定疾患 378 20.9 18.0 16.9 16.1 7.9 10.8

 

調査数

短期入所
（ショートステ
イ）を利用す
る

グループ
ホームに入
居する

その他
どうしたら良
いかわから
ない

無回答

身体のみ 610 7.5 2.5 4.6 11.0 19.8

知的のみ 170 21.8 26.5 4.1 11.2 9.4

精神のみ 277 3.2 1.1 9.4 24.9 18.1

身体＋知的 40 10.0 15.0 2.5 10.0 5.0

身体＋精神 19 10.5      - 21.1 10.5 5.3

知的＋精神 6      -      -      - 50.0      -

難病・特定疾患 378 7.7 3.4 6.3 11.4 26.5
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《主な介助・介護者別》 

   

 

主な介助・介護者別でみると、主な介助・介護者が母親では「一緒に住んでいる家族に頼む」が

43.2％と多くなっているほか、父親も33.8％となっています。 

また、主な介助・介護者が子どもでは、「別に住んでいる家族に頼む」が32.9％と最も多く、次いで

「一緒に住んでいる家族に頼む」が25.3％となっています。 

 

  

調査数
一緒に住ん
でいる家族に
頼む

別に住んで
いる家族に
頼む

居宅介護
（ホームヘル
プ）を利用す
る

高齢者施設
（老人ホーム
等）に入所す
る

障害者施設
（障害者支援
施設等）に入
所する

病院に入院
する

父親 80 33.8 17.5 8.8 2.5 17.5 3.8

母親 259 43.2 17.0 6.9 1.5 18.9 3.5

配偶者 374 25.7 22.7 16.3 17.6 8.3 13.6

子 158 25.3 32.9 18.4 23.4 7.6 12.7

兄弟・姉妹 69 17.4 20.3 15.9 21.7 14.5 14.5

その他親族 16 18.8 6.3 12.5 37.5 12.5      -

ホームヘルパー 87 5.7 12.6 47.1 17.2 12.6 10.3

ボランティア 6      -      - 16.7 16.7 16.7 33.3

その他 188 3.7 4.3 2.7 6.4 7.4 8.0

調査数

短期入所
（ショートステ
イ）を利用す
る

グループ
ホームに入
居する

その他
どうしたら良
いかわから
ない

無回答

父親 80 13.8 11.3 7.5 13.8 11.3

母親 259 13.9 12.7 6.9 15.4 21

配偶者 374 9.9 1.6 4.0 16.3 13.9

子 158 8.2 3.8 4.4 8.2 9.5

兄弟・姉妹 69 10.1 11.6 4.3 14.5 10.1

その他親族 16      -      -      - 6.3 25.0

ホームヘルパー 87 6.9 4.6 6.9 12.6 4.6

ボランティア 6      -      - 16.7 16.7      -

その他 188 3.2 3.7 13.3 13.8 47.9
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３．相談や福祉の情報について 

（１）日常生活で困っていること 

問21 あなたには、日常生活で困っていることがありますか。（○はいくつでも） 

  

日常生活で困っていることをみると、「健康状態に不安がある」（38.0％）が４割近くと、特に多く

なっています。 

  

38.0

29.4

27.1

26.9

25.7

23.9

22.7

18.4

13.8

12.5

11.3

11.2

10.9

10.5

8.0

6.8

6.8

5.4

4.5

3.1

17.6

7.4

0 20 40

健康状態に不安がある

災害時の避難に不安がある

経済的に不安がある

緊急時の対応に不安がある

将来に不安を感じている

家事などが十分できない

外出に支障がある

役所などの手続きが難しい

介助者が高齢化している

様々な人と知り合ったり、

交流する機会が少ない

障害や病気に対する周囲の理解がない

人間関係に支障がある

介助者の負担が大きい

就労について困っている

困ったとき相談する相手がいない

着替えや食事などが十分できない

住まいに支障がある

日中することがない

近くに、病気や障害を理解した上で

診てもらえる診療所がない

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では「健康状態に不安がある」が34.5％、「災害時の避難に不安

がある」が32.2％ と、いずれも３割強と多くなっています。 

 また、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」では、「災害時の避難に不安がある」が５割前後で最も

多くなっています。 

 一方、「精神のみ」では、「経済的に不安がある」が54.4％と最も多く、次いで「健康状態に不安があ

る」が47.5％となっています。 

 「難病・特定疾患」では、「健康状態に不安がある」が44.0％で最も多くなっています。 

 

  

 
調査数

健康状態に
不安がある

着替えや食
事などが十
分できない

家事などが
十分できない

介助者の負
担が大きい

介助者が高
齢化している

外出に支障
がある

住まいに支
障がある

就労につい
て困っている

身体のみ 1010 34.5 7.6 21.4 12.2 14.9 27.5 6.6 4.1

知的のみ 191 26.7 12.0 36.1 15.7 18.3 24.6 5.8 11.0

精神のみ 375 47.2 4.5 37.3 10.7 15.2 17.6 10.4 30.1

身体＋知的 48 29.2 14.6 27.1 20.8 25.0 25.0 16.7 8.3

身体＋精神 24 41.7 16.7 50.0 16.7 29.2 58.3 12.5 33.3

知的＋精神 10 80.0 20.0 50.0 10.0 10.0 50.0 20.0 10.0

難病・特定疾患 818 44.0 7.0 19.2 10.3 11.5 21.4 4.8 7.7

 

調査数
緊急時の対
応に不安が
ある

災害時の避
難に不安が
ある

人間関係に
支障がある

障害や病気
に対する周
囲の理解が
ない

困ったとき相
談する相手
がいない

役所などの
手続きが難し
い

近くに、病気
や障害を理
解した上で診
てもらえる診
療所がない

経済的に不
安がある

身体のみ 1010 27.6 32.2 3.9 6.5 5.4 16.3 3.0 20.0

知的のみ 191 45.0 49.2 29.8 17.3 13.1 39.8 7.9 24.1

精神のみ 375 25.9 23.7 32.5 25.3 18.4 21.3 7.7 54.4

身体＋知的 48 45.8 54.2 14.6 8.3 8.3 27.1 4.2 20.8

身体＋精神 24 25.0 33.3 16.7 16.7 8.3 37.5      - 33.3

知的＋精神 10 40.0 40.0 20.0 10.0      - 10.0 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 21.1 23.7 3.3 8.9 3.9 13.1 3.5 25.2

 

調査数
将来に不安
を感じている

日中すること
がない

様々な人と
知り合った
り、交流する
機会が少な
い

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 17.4 4.7 9.7 18.8 1.9 9.2

知的のみ 191 31.4 5.2 16.2 11.5 2.6 7.9

精神のみ 375 48.0 8.0 24.8 5.6 5.9 2.9

身体＋知的 48 25.0 8.3 16.7 12.5 4.2 12.5

身体＋精神 24 33.3 37.5 37.5      -      - 8.3

知的＋精神 10 20.0 20.0 20.0      -      - 20.0

難病・特定疾患 818 24.2 4.2 8.9 21.3 2.8 7.3
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《疾病・障害別》 

 

  

疾病・障害別でみると、気分障害、神経症では「健康状態に不安がある」が、それぞれ56.3％、

52.1％と、他の層より高くなっています。また、気分障害、神経症では、「経済的に不安がある」も、そ

れぞれ62.0％、54.3％と多くなっています。 

  

 

調査数
健康状態に
不安がある

着替えや食

事などが十

分できない

家事などが
十分できない

介助者の負
担が大きい

介助者が高
齢化している

外出に支障
がある

住まいに支
障がある

就労につい
て困っている

難病・特定疾患 818 44.0 7.0 19.2 10.3 11.5 21.4 4.8 7.7

慢性疾患 448 43.5 8.7 25.2 16.7 18.5 31.3 8.7 6.0

統合失調症 176 47.7 3.4 40.9 9.1 19.9 22.2 8.0 26.1

気分障害 192 56.3 6.3 37.0 11.5 15.1 21.9 13.5 34.4

神経症 94 52.1 5.3 35.1 9.6 18.1 27.7 12.8 29.8

依存症 10 30.0      -      -      - 10.0 20.0 10.0      -

発達障害 149 30.9 7.4 38.3 12.1 11.4 20.8 8.7 20.8

高次脳機能障害 30 20.0 16.7 50.0 20.0 26.7 23.3 13.3 10.0

特にない 215 24.2 3.3 12.6 4.7 7.9 21.4 5.1 1.9

 

調査数

緊急時の対

応に不安が

ある

災害時の避

難に不安が

ある

人間関係に
支障がある

障害や病気

に対する周
囲の理解が

ない

困ったとき相

談する相手

がいない

役所などの

手続きが難し

い

近くに、病気
や障害を理

解した上で診

てもらえる診
療所がない

経済的に不
安がある

難病・特定疾患 818 21.1 23.7 3.3 8.9 3.9 13.1 3.5 25.2

慢性疾患 448 28.6 31.9 7.1 6.9 6.9 19.9 3.8 24.3

統合失調症 176 32.4 32.4 28.4 14.8 10.8 27.8 10.2 43.2

気分障害 192 26.0 24.5 32.3 31.8 22.4 19.8 6.8 62.0

神経症 94 24.5 28.7 34.0 26.6 18.1 26.6 8.5 54.3

依存症 10 20.0      - 30.0 20.0 30.0      -      - 10.0

発達障害 149 36.9 38.9 35.6 22.8 15.4 26.8 6.7 36.2

高次脳機能障害 30 36.7 36.7 6.7 10.0 20.0 30.0 6.7 20.0

特にない 215 27.0 28.8 3.3 5.6 4.7 13.0 1.9 14.0

 

調査数
将来に不安

を感じている

日中すること

がない

様々な人と

知り合った

り、交流する
機会が少な

い

特にない その他 無回答

難病・特定疾患 818 24.2 4.2 8.9 21.3 2.8 7.3

慢性疾患 448 20.8 4.7 11.2 19.4 1.3 7.8

統合失調症 176 43.8 10.2 25.6 6.3 4.0 1.7

気分障害 192 51.0 10.9 24.0 3.6 6.3 2.1

神経症 94 51.1 11.7 33.0 4.3 8.5 1.1

依存症 10 30.0 10.0 20.0 20.0      - 10.0

発達障害 149 36.9 8.1 25.5 10.7 4.7 6.7

高次脳機能障害 30 23.3 13.3 23.3 10.0 6.7 16.7

特にない 215 9.8 6.0 8.4 23.7 0.5 6.5
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（２）困った時の相談相手 

問22 あなたが困ったときに相談する相手は誰ですか。（○はいくつでも） 

 

   

 困った時の相談相手をみると、「家族や親族」が77.3％と特に多く、次いで「医療関係者（医師・看護

師・医療相談員）」が42.8％、「友人・知人」が21.7％となっています。 

  

77.3

42.8

21.7

9.2

7.7

6.9

4.4

3.8

3.7

3.6

1.9

1.8

1.7

1.5

1.2

1.1

4.4

2.7

0 20 40 60 80

家族や親族

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

友人・知人

施設（通所・入所）の職員

ヘルパー等福祉従事者

障害福祉課・予防対策課の窓口

保健サービスセンター（保健師）

高齢者あんしん相談センター

近所の人

福祉事務所のケースワーカー

文京区社会福祉協議会

民生委員・児童委員

地域活動センター

障害等の当事者会や家族の会

身体障害者相談員・知的障害者相談員

障害者基幹相談支援センター

その他

相談する相手はいない

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」、「知的のみ」、「難病・特定疾患」では、いずれも「家族や親族」

が８割前後を占めて最も多くなっています。 

 一方、「精神のみ」では、「家族や親族」が70.7％、「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が

61.3％と、いずれも６割を超えて多くなっています。 

 

  

 

調査数 家族や親族 近所の人 友人・知人
民生委員・児
童委員

障害等の当
事者会や家
族の会

身体障害者
相談員・知的
障害者相談
員

ヘルパー等
福祉従事者

身体のみ 1010 77.7 4.7 21.6 2.0 1.1 1.0 10.3

知的のみ 191 88.0 3.7 7.9 1.0 2.6 4.7 4.2

精神のみ 375 70.7 1.9 26.9 2.1 2.7 0.5 6.1

身体＋知的 48 70.8 2.1 6.3 8.3 4.2 8.3 6.3

身体＋精神 24 45.8 12.5 12.5 4.2      - 8.3 16.7

知的＋精神 10 30.0 30.0 30.0 10.0      - 20.0      -

難病・特定疾患 818 78.1 2.9 24.8 1.3 0.9 0.6 7.9

 

調査数
施設（通所・
入所）の職員

医療関係者
（医師・看護
師・医療相談
員）

障害福祉課・
予防対策課
の窓口

保健サービ
スセンター
（保健師）

障害者基幹
相談支援セ
ンター

福祉事務所
のケース
ワーカー

文京区社会
福祉協議会

身体のみ 1010 3.8 38.8 6.3 1.2 0.7 3.2 2.4

知的のみ 191 37.7 24.6 18.8 1.0 3.7 2.1 3.1

精神のみ 375 14.9 61.3 8.8 16.3 2.4 8.0 1.6

身体＋知的 48 41.7 29.2 10.4      -      - 6.3 4.2

身体＋精神 24 4.2 45.8 8.3 20.8 4.2 12.5      -

知的＋精神 10 10.0 60.0 20.0 40.0      - 30.0 20.0

難病・特定疾患 818 3.4 46.6 3.8 3.2 0.4 1.3 1.3

 
調査数

地域活動セ
ンター

高齢者あん
しん相談セン
ター

相談する相
手はいない

その他 無回答

身体のみ 1010 1.1 5.5 1.9 3.0 4.5

知的のみ 191 2.6 0.5 0.5 6.8 1.6

精神のみ 375 4.5 0.5 5.6 8.3 1.6

身体＋知的 48 2.1 2.1      - 6.3 6.3

身体＋精神 24      - 4.2 4.2 12.5 12.5

知的＋精神 10 20.0      -      - 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 0.2 3.8 3.1 3.4 3.2
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《疾病・障害別》 

 

 

 疾患・障害別でみると、難病、慢性疾患、知的障害、発達障害、高次脳機能障害では、いずれも「家

族や親族」が８割前後と多くなっています。一方、統合失調症では、「医療関係者（医師・看護師・医療

相談員）」が67.0%と多くなっているほか、気分障害、神経症、依存症でも５割を超えています。 

  

 

調査数 家族や親族 近所の人 友人・知人
民生委員・児

童委員

障害等の当
事者会や家

族の会

身体障害者

相談員・知的

障害者相談
員

ヘルパー等

福祉従事者

難病・特定疾患 818 78.1 2.9 24.8 1.3 0.9 0.6 7.9

慢性疾患 448 80.4 4.0 19.0 1.8 1.6 0.7 11.2

統合失調症 176 75.0 2.8 21.0 3.4 4.0 1.1 9.1

気分障害 192 63.0 0.5 33.9 1.6 1.0 1.0 7.3

神経症 94 63.8 2.1 29.8 1.1 1.1 1.1 9.6

依存症 10 40.0      - 40.0      -      -      - 10.0

知的障害 204 84.3 3.9 6.9 1.5 2.9 6.4 4.4

発達障害 149 78.5 4.0 13.4 2.0 0.7 6.0 5.4

高次脳機能障害 30 80.0 3.3 16.7      - 3.3 3.3 6.7

特にない 215 74.9 7.4 27.0 0.9 1.4 0.9 7.0

その他 103 75.7 2.9 28.2 2.9 1.9      - 12.6

 

調査数
施設（通所・

入所）の職員

医療関係者
（医師・看護

師・医療相談

員）

障害福祉課・

予防対策課
の窓口

保健サービ

スセンター
（保健師）

障害者基幹

相談支援セ
ンター

福祉事務所

のケース
ワーカー

文京区社会

福祉協議会

難病・特定疾患 818 3.4 46.6 3.8 3.2 0.4 1.3 1.3

慢性疾患 448 6.7 47.1 7.4 1.6 0.7 3.8 2.7

統合失調症 176 27.8 67.0 12.5 23.9 4.5 10.8 3.4

気分障害 192 7.3 58.3 5.7 12.5 2.6 13.5 2.1

神経症 94 12.8 51.1 6.4 9.6 1.1 6.4      -

依存症 10 10.0 50.0 30.0      -      - 40.0 10.0

知的障害 204 42.6 27.5 18.1 2.0 3.4 4.9 3.9

発達障害 149 21.5 40.9 17.4 8.1 3.4 5.4 4.7

高次脳機能障害 30 13.3 46.7 6.7      -      - 6.7 3.3

特にない 215 2.3 24.7 7.4 0.9 0.5 1.9 1.9

その他 103 15.5 44.7 8.7 8.7 1.0 2.9 1.0

 

調査数
地域活動セ
ンター

高齢者あん

しん相談セン
ター

相談する相
手はいない

その他 無回答

難病・特定疾患 818 0.2 3.8 3.1 3.4 3.2

慢性疾患 448 1.1 6.3 1.1 2.2 2.7

統合失調症 176 7.4 0.6 1.1 4.0 2.3

気分障害 192 2.6 0.5 8.3 8.9 2.1

神経症 94 2.1 1.1 7.4 8.5 2.1

依存症 10      -      -      - 20.0      -

知的障害 204 3.9 1.5 0.5 6.4 0.5

発達障害 149 2.7 0.7 3.4 13.4 3.4

高次脳機能障害 30 3.3      - 3.3      - 10.0

特にない 215 1.9 4.2 2.8 3.7 3.3

その他 103 2.9 2.9 2.9 8.7 1.0
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（３）福祉に関する情報の入手先 

問23 あなたは、福祉に関する情報を、主にどこから得ていますか。（○はいくつでも） 

        

 福祉の情報の入手先をみると、「区の広報紙」が44.5％でもっとも多く、次いで「医療機関」の22.6％

となっています。 

 

《障害の種類別》 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」で「区の広報紙」が51.8％と最も多くなっているほか、「難病・

特定疾患」でも45.5％と多くなっています。また、「知的のみ」では「区の広報紙」（43.5％）に次いで、

「施設（通所・入所）職員」が35.6％と多くなっています。 

一方、「精神のみ」では「医療機関」が34.9％と最も多くなっています。 

44.5

22.6

16.2

14.8

13.0

12.9

9.2

8.3

4.1

4.0

4.4

16.0

5.0

0 20 40 60

区の広報紙

医療機関

インターネット

区の障害福祉課・予防対策課

新聞・書籍

テレビ・ラジオ

施設（通所・入所）職員

区のホームページ

保健サービスセンター

障害等の当事者会や家族の会

その他

特にない

無回答

（%）
ｎ＝（2,176）

 
調査数 区の広報紙

区のホーム
ページ

区の障害福
祉課・予防対

策課

保健サービ
スセンター

施設（通所・
入所）職員

テレビ・ラジ
オ

インターネッ
ト

身体のみ 1010 51.8 7.7 14.5 1.9 4.5 15.7 12.7

知的のみ 191 43.5 4.2 29.8 1.6 35.6 9.4 6.3

精神のみ 375 30.1 8.3 18.1 12.0 13.6 9.6 24.0

身体＋知的 48 33.3 8.3 20.8 2.1 31.3 8.3 8.3

身体＋精神 24 12.5      - 12.5 12.5 20.8 8.3 4.2

知的＋精神 10 30.0      - 20.0 20.0 10.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 45.5 10.0 9.8 4.0 4.3 12.1 20.5

 
調査数 新聞・書籍

障害等の当
事者会や家

族の会

医療機関 特にない その他 無回答

身体のみ 1010 16.3 2.7 19.1 15.2 3.6 5.8

知的のみ 191 4.7 10.5 4.2 13.6 5.8 5.8

精神のみ 375 9.3 5.1 34.9 16.5 7.2 4.0

身体＋知的 48 4.2 20.8 10.4 10.4 16.7 10.4

身体＋精神 24 4.2 4.2 29.2 20.8 4.2 8.3

知的＋精神 10      -      - 10.0      - 20.0 20.0

難病・特定疾患 818 13.9 2.2 26.3 16.0 2.8 4.0
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（４）今後希望する生活 

問24 あなたは今後、どのような生活を希望しますか。（○はひとつ） 

 

 今後希望する生活についてみると、「親や親族と一緒に生活する」が32.4％、「地域で独立して生活す

る」が29.7％で３割前後と多くなっています。 

 

《障害の種類別》 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では、「地域で独立して生活す

る」と「親や親族と一緒に生活する」が多くなっています。 

一方、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」では、「親や親族と生活する」がそれぞれ34.6％、

39.6％で最も多く、次いで「グループホーム等の共同生活住居に入居する」となっています。 

32.4

29.7

5.2

3.2

2.9

0.9

17.4

8.3

0 10 20 30 40

親や親族と一緒に生活する

地域で独立して生活する

高齢者の入所施設（老人ホーム等）に入所する

グループホーム等の共同生活住居に入居する

区内の障害者の入所施設（障害者支援施設等）

に入所する

遠くても良いので障害者の入所施設（障害者支

援施設等）に入所する

わからない

無回答

ｎ＝（2,176） （%）

 

調査数
地域で独立
して生活する

親や親族と
一緒に生活
する

グループ
ホーム等の
共同生活住
居に入居す
る

区内の障害
者の入所施
設（障害者支
援施設等）に
入所する

遠くても良い
ので障害者
の入所施設
（障害者支援

施設等）に入
所する

高齢者の入
所施設（老人
ホーム等）に

入所する

身体のみ 1010 29.7 30.2 1.7 3.4 0.7 7.3

知的のみ 191 8.4 34.6 20.9 8.4 2.6 1.0

精神のみ 375 39.7 32.8 1.1 0.8 0.5 1.9

身体＋知的 48 4.2 39.6 6.3 16.7 2.1 2.1

身体＋精神 24 20.8 8.3      - 4.2 16.7 8.3

知的＋精神 10 40.0 20.0      -      - 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 32.4 35.0 1.2 1.6 0.5 5.0

 
調査数 わからない 無回答

身体のみ 1010 16.9 10.1

知的のみ 191 19.4 4.7

精神のみ 375 20.3 2.9

身体＋知的 48 10.4 18.8

身体＋精神 24 20.8 20.8

知的＋精神 10      - 20.0

難病・特定疾患 818 14.9 9.4
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《疾病・障害別》 

 

 

 疾病・障害別でみると、統合失調症・気分障害では、「地域で独立して生活する」がそれぞれ38.1％、

42.7％と、他の層より多くなっています。 

  

 

調査数
地域で独立
して生活する

親や親族と
一緒に生活
する

グループ
ホーム等の
共同生活住
居に入居す
る

区内の障害
者の入所施
設（障害者支
援施設等）に
入所する

遠くても良い
ので障害者
の入所施設
（障害者支援
施設等）に入
所する

高齢者の入
所施設（老人
ホーム等）に
入所する

難病・特定疾患 818 32.4 35.0 1.2 1.6 0.5 5.0

慢性疾患 448 24.1 31.7 2.2 3.8 0.9 10.5

統合失調症 176 38.1 33.0 2.8 1.1 2.3 1.1

気分障害 192 42.7 30.7 1.0 1.6      - 1.0

神経症 94 33.0 28.7 3.2 1.1 2.1 4.3

依存症 10 20.0 40.0      -      -      -      -

知的障害 204 6.4 34.8 18.1 11.3 2.9 1.5

発達障害 149 26.8 30.2 11.4 3.4 2.0 2.7

特にない 215 35.8 29.8 0.5 2.8      - 4.2

その他 103 26.2 28.2 3.9 3.9 2.9 3.9

 
調査数 わからない 無回答

難病・特定疾患 818 14.9 9.4

慢性疾患 448 17.9 8.9

統合失調症 176 18.2 3.4

気分障害 192 20.8 2.1

神経症 94 23.4 4.3

依存症 10 40.0      -

知的障害 204 18.6 6.4

発達障害 149 16.1 7.4

特にない 215 19.5 7.4

その他 103 22.3 8.7
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（５）共同生活住居への入居希望年齢 

問25 問24で 「３ グループホーム等の共同生活住居に入居する」 と回答された方にお聞き

します。 

  あなたは、グループホームへは何歳ぐらいで入居したいと思いますか。（○はひとつ） 

 

 

 「グループホーム等の共同生活住居に入所する」と回答した人に、入居希望年齢を訊いたところ、「75

歳以上」と「18～29歳」が比較的多くなっています。 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「75歳以上」が64.7％、「知的のみ」では「18～29歳」が

30.0％で、それぞれ最も多くなっています。 
 

《年齢別》 

    

年齢別にみると、大半が現在の年齢に近い年代でグループホームへの入居を希望しています。18～ 

29歳では現在の年齢で入居したい人が半数となっています。 

（６）地域で安心して暮らしていくために必要な施策 

全体 (70)

身体のみ (17)

知的のみ (40)

精神のみ (4)

身体+知的 (3)

難病・特定疾患 (10)

30.0

50.0

5.9

12.5

25.0

33.3

15.0

66.7

22.5

11.8

10.0

25.0

11.8

5.0

20.0

64.7

60.0

5.9

15.0

10.0

(%)ｎ

20.0 11.4 11.4 12.9

4.3 1.4 5.7

22.9 10.0

(%)

1

8
～

2

9

歳

3

0
～

3

9

歳

4

0
～

4

9

歳

5

0
～

5

9

歳

6

0
～

6

4

歳

6

5
～

6

9

歳

7

0
～

7

4

歳

7

5

歳

以

上

無

回

答

調査数 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳

18～29歳 24 50.0 20.8 12.5 4.2      -      -

30～39歳 10 10.0 30.0 40.0 10.0      -      -

40～49歳 9 11.1      - 11.1 33.3 22.2 11.1

50～59歳 5      -      -      - 80.0      -      -

60～69歳 3      -      -      -      -      -      -

70～79歳 11      -      -      -      -      -      -

80歳以上 8      -      -      -      - 12.5      -

調査数 70～74歳 75歳以上 無回答

18～29歳 24      -      - 12.5

30～39歳 10      -      - 10.0

40～49歳 9      -      - 11.1

50～59歳 5      -      - 20.0

60～69歳 3 33.3 33.3 33.3

70～79歳 11 27.3 72.7      -
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問26 あなたが地域で安心して暮らしていくためには、どのような施策が重要だと思います

か。（○は５つまで） 

    

    

 地域で安心して暮すために必要な施策をみると、「医療機関サービスの充実」が38.0％で最も多く、次

いで「障害に対する理解の促進」が35.3％となっています。 

 

  

38.0

35.3

29.2

20.0

19.7

19.5

16.9

15.3

12.0

11.4

10.7

10.1

7.4

6.9

6.1

5.2

5.1

4.0

3.4

3.3

2.8

7.4

6.4

0 20 40

医療機関サービスの充実

障害に対する理解の促進

経済的支援の充実

相談支援体制の充実

災害時支援の充実

雇用・就労支援の充実

訪問系サービスの充実

建物・道路などのバリアフリー化

入所施設の充実

日中活動系サービスの充実

趣味やスポーツ活動の充実

障害者向けの住まいの確保

居住支援の充実

短期入所の充実

福祉機器・補装具などの充実

グループホームなどの整備

地域交流の場の充実

教育・育成の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

意思疎通支援の充実

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では「医療機関サービスの充実」が37.9％で最も多く、次いで

「障害に対する理解の促進」が30.8％、「災害時支援の充実」が22.7％となっています。 

 「知的のみ」では、「障害に対する理解」が50.3％と最も多く、次いで「相談支援体制の充実」が

30.4％、「入所施設（障害者支援施設等）の充実」が29.8％となっています。 

 「精神のみ」では、「障害に対する理解の促進」が54.1％と最も多く、次いで「経済的支援の充実」が

50.4％、「雇用・就労支援の充実」が42.9％となっています。 

 「難病・特定疾患」では、「医療機関サービスの充実」が45.7％と最も多く、次いで「経済的支援の充

実」が29.6％、「障害に対する理解の促進」が29.1％となっています。 

 

 

  

調査数
障害に対す
る理解の促
進

医療機関
サービスの
充実

教育・育成の
充実

雇用・就労支
援の充実

相談支援体
制の充実

訪問系サー
ビス（居宅介
護・重度訪問
介護、同行
援護等）の充
実

日中活動系
サービス（生
活介護・自立
訓練・就労移
行支援・就労
継続支援等）
の充実

短期入所の
充実

身体のみ 1010 30.8 37.9 2.9 8.7 16.9 21.1 7.8 7.5

知的のみ 191 50.3 25.1 3.1 28.8 30.4 8.9 26.7 16.2

精神のみ 375 54.1 34.7 7.2 42.9 27.7 7.7 17.3 2.7

身体＋知的 48 35.4 18.8 4.2 10.4 16.7 16.7 12.5 16.7

身体＋精神 24 45.8 29.2      - 12.5 12.5 25.0 12.5      -

知的＋精神 10 40.0 40.0      - 10.0 30.0 40.0 30.0      -

難病・特定疾患 818 29.1 45.7 4.2 18.1 18.5 18.1 8.4 6.0

調査数
意思疎通支
援の充実

福祉機器・補
装具などの
充実

グループ
ホームなど
の整備

入所施設（障
害者支援施
設等）の充実

障害者向け
の住まいの
確保

居住支援の
充実（住まい
探しなど）

建物・道路な
どのバリアフ
リー化

当事者同士
で支援しあえ
る仕組みづく
り

身体のみ 1010 2.5 9.9 3.3 12.7 10.4 6.6 22.5 2.2

知的のみ 191 8.9 1.6 23.6 29.8 13.1 7.9 3.7 0.5

精神のみ 375 5.1 0.8 2.7 4.5 13.9 11.7 2.9 5.3

身体＋知的 48 2.1 6.3 12.5 37.5 14.6 6.3 18.8 8.3

身体＋精神 24 4.2 12.5 4.2 8.3 4.2 4.2 8.3 4.2

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0      - 10.0      -      -      -

難病・特定疾患 818 1.5 5.0 3.1 10.5 7.5 5.6 18.7 3.9

調査数
趣味やス
ポーツ活動
の充実

経済的支援
の充実

災害時支援
の充実

地域交流の
場の充実

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 9.6 21.9 22.7 4.7 8.4 2.3 8.1

知的のみ 191 17.8 23.0 17.8 2.1 4.7 1.6 5.2

精神のみ 375 14.1 50.4 15.2 6.1 3.5 4.5 4.3

身体＋知的 48 6.3 18.8 16.7 2.1 4.2 2.1 12.5

身体＋精神 24 4.2 20.8 16.7      - 12.5 4.2 16.7

知的＋精神 10      -      - 20.0      - 20.0      - 20.0

難病・特定疾患 818 7.3 29.6 19.3 6.2 8.8 2.8 4.6
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《疾病・障害別》 

 
 

疾病・障害別でみると、難病・特定疾患では「医療機関サービスの充実」が45.7％と多くなっている

ほか、慢性疾患でも40.6％と４割を超えています。 

 一方、統合失調症、気分障害、神経症、発達障害では、いずれも「障害に対する理解の促進」が５割

を超えて他の層より高くなっています。 

 また、気分障害では「経済的支援の充実」が52.1％と多くなっているほか、神経症でも42.6％となっ

ています。 

  

調査数
障害に対す
る理解の促

進

医療機関
サービスの

充実

教育・育成の
充実

雇用・就労支
援の充実

相談支援体
制の充実

訪問系サー
ビス（居宅介

護・重度訪問
介護、同行

援護等）の充
実

日中活動系

サービス（生

活介護・自立
訓練・就労移

行支援・就労
継続支援等）

の充実

短期入所の
充実

難病・特定疾患 818 29.1 45.7 4.2 18.1 18.5 18.1 8.4 6.0

慢性疾患 448 28.3 40.6 2.7 9.2 18.5 21.4 8.7 8.7

統合失調症 176 52.3 36.4 5.1 37.5 20.5 12.5 19.3 2.8

気分障害 192 53.1 35.4 7.8 42.7 31.3 9.9 19.3 1.6

神経症 94 51.1 36.2 6.4 39.4 35.1 8.5 18.1 1.1

依存症 10 40.0 20.0 10.0 30.0 20.0      - 10.0 10.0

知的障害 204 48.5 25.0 2.9 25.5 29.4 11.3 26.0 16.7

発達障害 149 54.4 24.8 6.7 38.9 34.2 10.7 26.2 9.4

高次脳機能障害 30 40.0 36.7 3.3 10.0 30.0 26.7 26.7 10.0

特にない 215 35.3 30.2 3.3 7.4 13.5 19.5 7.4 5.6

その他 103 48.5 37.9 6.8 25.2 20.4 18.4 15.5 8.7

調査数
意思疎通支

援の充実

福祉機器・補

装具などの
充実

グループ

ホームなど
の整備

入所施設（障

害者支援施
設等）の充実

障害者向け

の住まいの
確保

居住支援の

充実（住まい
探しなど）

建物・道路な

どのバリアフ
リー化

当事者同士
で支援しあえ

る仕組みづく
り

難病・特定疾患 818 1.5 5.0 3.1 10.5 7.5 5.6 18.7 3.9

慢性疾患 448 2.2 8.5 4.5 12.9 8.7 7.6 18.8 1.3

統合失調症 176 5.1 1.7 4.0 8.0 13.6 8.5 4.0 3.4

気分障害 192 4.7 2.6 1.6 2.1 13.0 12.5 7.3 4.2

神経症 94 6.4 1.1 2.1 4.3 11.7 10.6 4.3 8.5

依存症 10      -      -      -      - 10.0      - 10.0 10.0

知的障害 204 8.8 2.0 24.5 34.3 15.7 5.9 5.9 2.0

発達障害 149 8.7 1.3 12.1 21.5 16.1 14.1 4.0 2.0

高次脳機能障害 30      - 3.3 16.7 30.0 6.7 3.3 10.0 13.3

特にない 215 3.3 13.5 1.4 9.3 8.8 8.8 27.0 4.2

その他 103 4.9 6.8 7.8 13.6 14.6 5.8 16.5 2.9

調査数
趣味やス
ポーツ活動

の充実

経済的支援
の充実

災害時支援
の充実

地域交流の
場の充実

特にない その他 無回答

難病・特定疾患 818 7.3 29.6 19.3 6.2 8.8 2.8 4.6

慢性疾患 448 9.6 23.9 22.5 6.0 8.5 2.2 6.7

統合失調症 176 14.8 39.8 21.6 6.3 5.1 2.8 4.5

気分障害 192 12.0 52.1 13.0 4.2 3.1 5.7 3.6

神経症 94 8.5 42.6 16.0 4.3 6.4 6.4 7.4

依存症 10      - 30.0      - 20.0 20.0 10.0 10.0

知的障害 204 14.7 23.5 18.1 2.0 2.9 2.5 5.9

発達障害 149 19.5 32.2 10.7 4.7 4.7 2.0 4.7

高次脳機能障害 30 10.0 23.3 6.7 10.0 3.3      - 6.7

特にない 215 12.6 23.3 24.2 4.7 10.7 2.8 5.6

その他 103 9.7 36.9 18.4 7.8 2.9 4.9 5.8
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（７）「こころのバリアフリー」のために力を入れるべきこと 

問27 あなたは、区が「こころのバリアフリー」進めていくためにどのようなことに力を入れ

るべきだと思いますか。（○は３つまで） 

   

    

  

こころのバリアフリーの推進のために力を入れるべきこととしては、「障害者の一般就労の促進」が

30.2％で最も多く、「学校や生涯が学習での障害に関する教育や情報の提供」が23.5％でこれに次いでい

ます。 

 

  

30.2

23.5

18.7

18.1

15.9

12.5

5.3

3.9

21.1

13.6

0 5 10 15 20 25 30 35

障害者の一般就労の促進

学校や生涯学習での障害に関する教育

や情報提供

障害や障害者の生活を伝えるパンフレット

の発行

地域や学校等でともに学び、ともに暮らす

こと

地域や学校等で交流の機会を増やすこと

障害についての講演会や擬似体験会の

開催

障害者作品展やイベントの開催

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176） （%）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「学校や生涯が学習での障害に関する教育や情報の提供」、

「障害者の一般就労の促進」「障害や障害者の生活を伝えるパンフレットの発行」が、それぞれ21.0％、

20.5％、19.7％と２割前後となっています。 

 一方、「精神のみ」で「障害者の一般就労の促進」は52.3％を占めているほか、「知的のみ」で39.8%、

「難病・特定疾患」で30.1%となっています。 

 

  

調査数
障害者の一
般就労の促
進

学校や生涯
学習での障
害に関する
教育や情報

提供

障害や障害
者の生活を
伝えるパンフ
レットの発行

地域や学校
等でともに学
び、ともに暮
らすこと

地域や学校
等で交流の
機会を増や
すこと

障害につい
ての講演会
や擬似体験
会の開催

身体のみ 1010 20.5 21.0 19.7 14.3 12.9 12.3

知的のみ 191 39.8 25.7 20.4 29.8 24.1 12.0

精神のみ 375 52.3 24.0 22.7 16.3 13.1 16.0

身体＋知的 48 18.8 16.7 20.8 20.8 20.8 10.4

身体＋精神 24 16.7 8.3 4.2      - 8.3 8.3

知的＋精神 10 30.0 10.0 10.0 20.0 10.0      -

難病・特定疾患 818 30.1 26.0 16.3 20.9 17.4 12.1

調査数
障害者作品
展やイベント
の開催

その他 特にない 無回答

身体のみ 1010 3.9 3.0 25.7 16.8

知的のみ 191 13.6 3.7 13.1 10.5

精神のみ 375 6.4 6.7 13.1 8.0

身体＋知的 48 22.9 18.8 2.1 18.8

身体＋精神 24 16.7 29.2 8.3 29.2

知的＋精神 10      - 40.0      - 20.0

難病・特定疾患 818 3.3 4.2 20.9 12.2
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４．福祉サービスについて 

（１）サービス利用状況・利用意向 

問28 あなたは、次のようなサービスを利用していますか。また、今後（２～３年以内に）利

用したいと思いますか。既に利用しており、今後も利用したい方は「１」、「２」両方に○

をつけてください。現在利用していない方は、「２」、「３」、「４」から１つ○をつけてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.6 

9.6 

8.7 

7.3 

6.6 

12.3 

8.5 

0 20 40

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④重度障害者等包括支援

⑤同行援護

⑥短期入所（ショートステイ）／福祉型

⑦短期入所（ショートステイ）／医療型

（%）
（%）

8.9 

1.3 

2.2 

0.4 

1.9 

3.4 

1.1 

0 20 40

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④重度障害者等包括支援

⑤同行援護

⑥短期入所（ショートステイ）／福祉型

⑦短期入所（ショートステイ）／医療型

（%）

9.6 

10.2 

14.8 

11.0 

9.8 

9.4 

0 20 40

①生活介護

②療養介護

③自立訓練（機能訓練・生活訓練）

④就労移行支援

⑤就労継続支援（Ａ型・雇用型）

⑥就労継続支援（Ｂ型・非雇用型）

（%）

4.4 

2.0 

3.7 

2.1 

1.1 

4.0 

0 20 40

①生活介護

②療養介護

③自立訓練（機能訓練・生活訓練）

④就労移行支援

⑤就労継続支援（Ａ型・雇用型）

⑥就労継続支援（Ｂ型・非雇用型）

（%）

（１）障害福祉サービス（訪問系） 

（２）障害福祉サービス（日中活動系） 

【現在利用している】       【今後利用したい】 
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7.7 

6.8 

0 20 40

①共同生活援助（グループホーム）

②施設入所支援

（%）

1.9 

0.8 

0 20 40

①共同生活援助（グループホーム）

②施設入所支援

（%）

11.1 

20.2 

0 20 40

①地域相談支援

②計画相談支援

（%）

1.1 

6.1 

0 20 40

①地域相談支援

②計画相談支援

（%）

15.1 

0 20 40

①補装具費の支給等

（%）

9.0 

0 20 40

①補装具費の支給等

（%）

11.1 

12.1 

21.4 

14.7 

17.8 

12.6 

14.3 

6.4 

0 20 40

①理解促進研修・啓発事業

②自発的活動支援事業

③相談支援事業

④移動支援事業

⑤日常生活用具給付事業

⑥日中短期入所事業

⑦地域活動支援センター事業

⑧意思疎通支援事業

（%）

0.4 

0.4 

2.3 

3.6 

5.8 

2.0 

2.0 

0.6 

0 20 40

①理解促進研修・啓発事業

②自発的活動支援事業

③相談支援事業

④移動支援事業

⑤日常生活用具給付事業

⑥日中短期入所事業

⑦地域活動支援センター事業

⑧意思疎通支援事業

（%）

（３）障害福祉サービス（居住系） 

（４）相談支援 

（５）補装具費の支給等 

（６）地域生活支援事業 

【現在利用している】       【今後利用したい】 
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11.2 

25.0 

11.3 

14.7 

16.1 

11.5 

9.0 

8.2 

6.3 

0 20 40

①リフトタクシー

②福祉タクシー利用券

③自動車燃料費助成

④心身障害者理美容サービス

⑤短期保護

⑥紙おむつ支給

⑦巡回入浴サービス

⑧在宅重症心身障害児（者）訪問事業

⑨重症心身障害児（者）在宅レスパイト

事業

（%）（%）（%）

2.2 

15.8 

2.5 

1.1 

1.4 

4.3 

0.6 

1.9 

0.0 

0 20 40

①リフトタクシー

②福祉タクシー利用券

③自動車燃料費助成

④心身障害者理美容サービス

⑤短期保護

⑥紙おむつ支給

⑦巡回入浴サービス

⑧在宅重症心身障害児（者）訪問事業

⑨重症心身障害児（者）在宅レスパイト

事業

（%） （%）

（%） 14.0 

15.1 

0 20 40

①障害者就労支援事業

②安定した就業継続への支援

（%）

5.8 

3.7 

0 20 40

①障害者就労支援事業

②安定した就業継続への支援

（%）

33.5 

35.3 

21.2 

0 20 40

①歯科診療

②医療費助成

③自立支援医療

（%）

7.7 

33.9 

17.2 

0 20 40

①歯科診療

②医療費助成

③自立支援医療

（%）

（%）

21.2 ③自立支援医療17.2 ③自立支援医療

6.9 

8.9 

0 20 40

①精神障害回復途上者デイケア

②地域生活安定化支援事業

（%）

1.6 

1.2 

0 20 40

①精神障害回復途上者デイケア

②地域生活安定化支援事業

（%）

0.0 

0.0 

0 20 40

①難病リハビリ教室

②パーキンソン体操教室

（%）

1.3 

1.0 

0 20 40

①難病リハビリ教室

②パーキンソン体操教室

（%）

（７）日常生活のサービス 

（８）就労に関する支援 

（９）医療に関する支援 

（10）精神障害者を対象とした支援 

（11）難病患者に関する支援 

【現在利用している】       【今後利用したい】 
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最も利用率が高い福祉サービスは、「医療費助成」で33.9％となっており、次いで「自立支援医療」が

17.2％、「福祉タクシー利用券」が15.8％となっています。 

今後の利用意向が最も高い福祉サービスは、「医療費助成」で35.3％となっており、次いで「歯科診療」

の33.5％となっています。 

  

10.8 

9.1 

23.5 

19.9 

15.3 

0 20 40

①成年後見制度支援事業

②地域福祉権利擁護事業

③避難行動要支援者名簿への登録

④緊急通報システム

⑤火災安全システム

（%）（%）（%）（%）

0.9 

0.3 

5.9 

0.9 

1.8 

0 20 40

①成年後見制度支援事業

②地域福祉権利擁護事業

③避難行動要支援者名簿への登録

④緊急通報システム

⑤火災安全システム

（%） （%）

【現在利用している】       【今後利用したい】 

（12）その他 
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《障害の種類別》 

 

 

 

11.7 

2.1 

9.6 

14.6 

37.5 

40.0 

7.1 

0 20 40 60 80

①居宅介護（ホームヘルプ）

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

2.0 

0.0 

0.0 

6.3 

20.8 

20.0 

2.3 

0 20 40 60 80

②重度訪問介護

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.9 

11.5 

1.3 

8.3 

16.7 

20.0 

1.1 

0 20 40 60 80

③行動援護

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.4 

0.0 

0.0 

4.2 

4.2 

10.0 

0.7 

0 20 40 60 80

④重度障害者等包括支援

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

3.2 

1.6 

0.3 

6.3 

8.3 

20.0 

1.3 

0 20 40 60 80

⑤同行援護

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

20.8 

14.1 

17.1 

10.4 

12.5 

30.0 

7.1 

0 20 40 60 80 （%）

11.7 

8.4 

5.1 

10.4 

16.7 

0.0 

2.3 

0 20 40 60 80
（%）

5.2 

25.7 

11.7 

14.6 

4.2 

10.0 

1.1 

0 20 40 60 80 （%）

7.6 

6.8 

5.3 

16.7 

4.2 

0.0 

0.7 

0 20 40 60 80 （%）

8.5 

3.7 

3.5 

8.3 

0.0 

0.0 

1.3 

0 20 40 60 80 （%）

【現在利用している】      【今後利用したい】 

（１）障害福祉サービス（訪問系） 
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2.6 

14.7 

1.1 

20.8 

12.5 

10.0 

1.8 

0 20 40 60 80

⑥短期入所（ショートステイ）／福祉型

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.9 

1.0 

0.5 

20.8 

12.5 

10.0 

1.5 

0 20 40 60 80

⑦短期入所（ショートステイ）／医療型

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

10.2 

29.8 

10.1 

31.3 

12.5 

0.0 

1.8 

0 20 40 60 80 （%）

8.9 

7.3 

7.2 

14.6 

0.0 

0.0 

1.5 

0 20 40 60 80 （%）

4.5 

12.6 

1.1 

20.8 

12.5 

10.0 

3.9 

0 20 40 60 80

①生活介護

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

2.9 

1.0 

0.5 

2.1 

12.5 

10.0 

2.8 

0 20 40 60 80

②療養介護

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

10.7 

8.9 

4.8 

16.7 

20.8 

0.0 

3.9 

0 20 40 60 80 （%）

12.3 

3.7 

6.1 

8.3 

20.8 

0.0 

2.8 

0 20 40 60 80 （%）

（２）障害福祉サービス（日中活動系） 

【現在利用している】      【今後利用したい】 
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4.6 

3.7 

2.1 

16.7 

16.7 

10.0 

3.3 

0 20 40 60 80

③自立訓練（機能訓練・生活訓練）

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.5 

5.8 

6.9 

6.3 

4.2 

10.0 

0.6 

0 20 40 60 80

④就労移行支援

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.6 

2.6 

2.9 

4.2 

8.3 

10.0 

0.7 

0 20 40 60 80

⑤就労継続支援（Ａ型・雇用型）

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.7 

19.4 

9.3 

12.5 

4.2 

10.0 

0.5 

0 20 40 60 80

⑥就労継続支援（Ｂ型・非雇用型）

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

14.1 

12.6 

18.9 

25.0 

29.2 

10.0 

3.3 

0 20 40 60 80 （%）

5.5 

11.5 

28.3 

10.4 

8.3 

0.0 

0.6 

0 20 40 60 80（%）

4.8 

11.0 

24.5 

10.4 

8.3 

0.0 

0.7 

0 20 40 60 80 （%）

4.5 

15.2 

21.3 

14.6 

4.2 

10.0 

0.5 

0 20 40 60 80
（%）

【現在利用している】      【今後利用したい】 
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0.4 

12.6 

1.3 

10.4 

4.2 

10.0 

0.5 

0 20 40 60 80

①共同生活援助（グループホーム）

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

1.2 

1.6 

0.0 

2.1 

4.2 

10.0 

0.5 

0 20 40 60 80

②施設入所支援

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

5.2 

26.2 

9.1 

16.7 

4.2 

0.0 

0.5 

0 20 40 60 80 （%）

6.1 

16.8 

5.1 

16.7 

0.0 

0.0 

0.5 

0 20 40 60 80 （%）

1.1 

1.6 

1.3 

4.2 

8.3 

10.0 

0.7 

0 20 40 60 80

①地域相談支援

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

3.5 

19.9 

10.4 

22.9 

12.5 

20.0 

2.6 

0 20 40 60 80

②計画相談支援

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

10.2 

11.0 

14.7 

4.2 

8.3 

10.0 

0.7 

0 20 40 60 80（%）

16.5 

27.2 

32.3 

27.1 

12.5 

20.0 

2.6 

0 20 40 60 80 （%）

【現在利用している】       【今後利用したい】 

（３）障害福祉サービス（居住系） 

（４）相談支援 



【資料第１号－２】 

51 

 

 

 

 

 

 

 

16.8 

1.6 

0.3 

25.0 

4.2 

0.0 

7.1 

0 20 40 60 80

①補装具費の支給等

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

20.9 

2.1 

7.2 

22.9 

12.5 

30.0 

7.1 

0 20 40 60 80 （%）

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0 20 40 60 80

①理解促進研修・啓発事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.7 

0.5 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0 20 40 60 80

②自発的活動支援事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

1.8 

5.8 

3.2 

2.1 

4.2 

10.0 

1.6 

0 20 40 60 80

③相談支援事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

8.3 

14.1 

18.1 

14.6 

12.5 

0.0 

0.4 

0 20 40 60 80
（%）

8.4 

17.8 

22.1 

12.5 

8.3 

10.0 

0.4 

0 20 40 60 80 （%）

17.1 

28.3 

35.7 

27.1 

20.8 

20.0 

1.6 

0 20 40 60 80 （%）

【現在利用している】       【今後利用したい】 

（５）補装具費の支給等 

（６）地域生活支援事業 
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2.4 

18.8 

1.1 

18.8 

4.2 

10.0 

1.7 

0 20 40 60 80

④移動支援事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

10.5 

0.5 

0.3 

14.6 

8.3 

10.0 

5.7 

0 20 40 60 80

⑤日常生活用具給付事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

1.7 

9.4 

0.0 

14.6 

8.3 

10.0 

1.2 

0 20 40 60 80

⑥日中短期入所事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

1.5 

2.6 

5.1 

4.2 

0.0 

20.0 

0.7 

0 20 40 60 80

⑦地域活動支援センター事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

1.1 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0 20 40 60 80

⑧意思疎通支援事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

15.3 

23.6 

10.7 

33.3 

25.0 

30.0 

1.7 

0 20 40 60 80 （%）

23.4 

5.8 

10.9 

27.1 

25.0 

20.0 

5.7 

0 20 40 60 80
（%）

12.5 

22.5 

6.7 

25.0 

16.7 

0.0 

1.2 

0 20 40 60 80（%）

10.1 

29.8 

22.7 

22.9 

16.7 

10.0 

0.7 

0 20 40 60 80 （%）

6.0 

9.4 

5.6 

10.4 

8.3 

10.0 

0.1 

0 20 40 60 80
（%）

【現在利用している】       【今後利用したい】 
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4.1 

0.5 

0.0 

6.3 

4.2 

0.0 

2.9 

0 20 40 60 80

①リフトタクシー

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

28.2 

15.2 

0.3 

41.7 

12.5 

10.0 

13.4 

0 20 40 60 80

②福祉タクシー利用券

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

4.6 

2.1 

0.0 

8.3 

0.0 

0.0 

2.7 

0 20 40 60 80

③自動車燃料費助成

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

1.9 

0.5 

0.3 

6.3 

4.2 

0.0 

1.3 

0 20 40 60 80

④心身障害者理美容サービス

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

0.7 

9.9 

0.0 

8.3 

0.0 

0.0 

0.2 

0 20 40 60 80

⑤短期保護

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）%）
（%）

13.1 

4.2 

5.3 

18.8 

12.5 

20.0 

2.9 

0 20 40 60 80 （%）

26.7 

17.8 

21.9 

25.0 

20.8 

10.0 

13.4 

0 20 40 60 80（%）

11.2 

5.8 

10.1 

16.7 

4.2 

10.0 

2.7 

0 20 40 60 80 （%）

16.4 

11.0 

12.8 

25.0 

20.8 

20.0 

1.3 

0 20 40 60 80（%）

14.0 

28.3 

16.5 

37.5 

25.0 

0.0 

0.2 

0 20 40 60 80 （%）

【現在利用している】      【今後利用したい】 

（７）日常生活のサービス 
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⑨重症心身障害児（者）在宅ﾚｽﾊﾟｲﾄ事業

5.2 

4.2 

1.1 

18.8 

16.7 

10.0 

5.9 

0 20 40 60 80

⑥紙おむつ支給

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）
（%）

1.2 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

1.0 

0 20 40 60 80

⑦巡回入浴サービス

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

2.3 

0.0 

1.6 

2.1 

20.8 

0.0 

2.1 

0 20 40 60 80

⑧在宅重症心身障害児（者）訪問事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

12.4 

7.9 

5.3 

25.0 

29.2 

10.0 

32.6 

0 20 40 60 80
（%）

10.2 

5.2 

4.8 

8.3 

12.5 

10.0 

1.0 

0 20 40 60 80 （%）

8.0 

7.9 

8.5 

6.3 

12.5 

10.0 

2.1 

0 20 40 60 80 （%）

6.0 

4.2 

5.3 

6.3 

12.5 

10.0 

0.0 

0 20 40 60 80

⑨重症心身障害児（者）在宅ﾚｽﾊﾟｲﾄ事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）

【現在利用している】       【今後利用したい】 
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1.1 

18.8 

19.5 

10.4 

8.3 

10.0 
1.5 

0 20 40 60 80

①障害者就労支援事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0.8 

15.7 

10.4 

6.3 

0.0 

0.0 

0.9 

0 20 40 60 80

②安定した就業継続への支援

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

8.3 

21.5 

31.2 

10.4 

12.5 

10.0 

1.5 

0 20 40 60 80 （%）

7.9 

20.4 

36.8 

10.4 

8.3 

0.0 

0.9 

0 20 40 60 80 （%）

7.7 

17.3 

6.9 

27.1 

4.2 

20.0 

4.9 

0 20 40 60 80

①歯科診療

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

29.3 

23.6 

31.2 

52.1 

33.3 

30.0 

48.3 

0 20 40 60 80

②医療費助成

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

5.0 

14.7 

70.4 

14.6 

45.8 

40.0 

4.9 

0 20 40 60 80

③自立支援医療

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

29.5 

31.9 

38.9 

45.8 

41.7 

30.0 

4.9 

0 20 40 60 80 （%）

32.1 

36.1 

44.3 

33.3 

29.2 

30.0 

48.3 

0 20 40 60 80 （%）

16.6 

24.1 

32.0 

18.8 

20.8 

40.0 

4.9 

0 20 40 60 80 （%）

【現在利用している】       【今後利用したい】 

（８）就労に関する支援 

（９）医療に関する支援 
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0.4 

0.5 

7.5 

0.0 

4.2 

0.0 

0.4 

0 20 40 60 80

①精神障害回復途上者デイケア

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0.7 

0.5 

4.0 

0.0 

8.3 

0.0 

0.7 

0 20 40 60 80

②地域生活安定化支援事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%） （%）

2.5 

6.8 

22.7 

6.3 

8.3 

0.0 

0.4 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0

6.0 

4.2 

20.0 

12.5 

12.5 

0.0 

0.7 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0 20 40 60 80

①難病リハビリ教室

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0 20 40 60 80

②パーキンソン体操教室

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%） （%）
0

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%） （%）
0

（10）精神障害者を対象とした支援 

【現在利用している】       【今後利用したい】 

（11）難病患者に関する支援 
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0.7 

2.1 

1.1 

4.2 

8.3 

0.0 

0.6 

0 20 40 60 80

①成年後見制度支援事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0.2 

0.0 

0.5 

2.1 

8.3 

20.0 

0.2 

0 20 40 60 80

②地域福祉権利擁護事業

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

7.0 

12.6 

3.2 

20.8 

4.2 

20.0 

5.0 

0 20 40 60 80

③避難行動要支援者名簿への登録

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%） （%）

1.4 

0.5 

0.3 

2.1 

4.2 

10.0 

0.5 

0 20 40 60 80

④緊急通報システム

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

2.0 

3.1 

1.1 

6.3 

8.3 

10.0 

1.8 

0 20 40 60 80

⑤火災安全システム

身体のみ（1010）

知的のみ（191）

精神のみ（375）

身体＋知的（48）

身体＋精神（24）

知的＋精神（10）

難病・特定疾患（818）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

6.1 

31.9 

16.8 

22.9 

16.7 

20.0 

0.6 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%） （%）
0

4.8 

23.6 

16.0 

25.0 

4.2 

20.0 

0.2 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）
（%）

0

24.5 

31.4 

22.9 

39.6 

20.8 

20.0 

5.0 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%） （%）0

22.1 

17.8 

17.1 

29.2 

16.7 

10.0 

0.5 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%） （%）
0

16.1 

16.2 

13.9 

31.3 

4.2 

10.0 

15.3 

0 20 40 60 80（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）（ （%）
0

【現在利用している】       【今後利用したい】 

（12）その他 
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（２）サービス利用に関して困っていること 

問29 あなたには、サービス利用に関して困っていることがありますか。（○はいくつでも） 

  

    
  

サービス利用について困っていることをみると、「区役所での手続きが大変」（26.4％）と「サービス

に関する情報が少ない」（25.2％）が２割台半ばで多くなっています。 

 

《障害の種類別》 

  

 

障害の種類別にみると、「精神のみ」で「サービスに関する情報が少ない」が39.2％、「区役所での手

続きが大変」が36.0％と多くなっています。 

 

26.4

25.2

10.1

6.3

5.9

5.1

3.1

4.9

33.6

17.6

0 10 20 30 40

区役所での手続きが大変

サービスに関する情報が少ない

利用者負担（自己負担）が大きい

利用できる回数や日数が少ない

利用したいサービスが利用できない

事業者との利用日等の調整が大変

サービスの質が良くない

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）

 

調査数

区役所での

手続きが大
変

サービスに

関する情報
が少ない

利用者負担

（自己負担）
が大きい

利用できる回

数や日数が
少ない

利用したい

サービスが
利用できない

事業者との

利用日等の
調整が大変

身体のみ 1010 21.3 21.6 9.5 7.8 5.4 4.2

知的のみ 191 28.8 27.2 6.8 10.5 7.3 15.2

精神のみ 375 36.0 39.2 10.9 4.5 8.3 6.7

身体＋知的 48 20.8 29.2 2.1 10.4 10.4 10.4

身体＋精神 24 25.0 12.5 8.3 4.2 12.5 4.2

知的＋精神 10 20.0 20.0      -      - 10.0      -

難病・特定疾患 818 29.6 22.5 11.7 4.0 5.0 3.1

 
調査数

サービスの
質が良くない

その他 特にない 無回答

身体のみ 1010 2.1 3.5 35.1 23.1

知的のみ 191 4.2 5.8 27.7 17.3

精神のみ 375 6.1 8.3 27.5 9.1

身体＋知的 48      - 27.1 6.3 22.9

身体＋精神 24 12.5 12.5 12.5 37.5

知的＋精神 10 10.0 20.0      - 40.0

難病・特定疾患 818 2.9 4.6 35.5 14.8
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（３）介護保険の要支援・要介護認定の有無 

問30 あなたは、介護保険の要支援・要介護認定を受けていますか。（○はひとつ） 

 

 介護保険の要介護・要支援の認定の有無をみると、「介護保険が利用できる年齢に到達していない」

が37.2％、「介護保険が利用できる年齢だが、要支援・要介護認定を受けていない」が23.9％となっ

ています。 

 

障害の種類別にみると、「要支援・要介護認定を受けており、介護保険サービスを利用している」

が「身体のみ」では24.0％、「身体と精神の重複障害」では29.2％と高くなっています。 

一方、「知的のみ」、「精神のみ」では、「介護保険が利用できる年齢に到達していない」が、そ

れぞれ64.4％、62.4％と６割を超えています。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

  

全体 (2,176)

身体のみ (1,010)

知的のみ (191)

精神のみ (375)

身体+知的 (48)

身体+精神 (24)

知的+精神 (10)

難病・特定疾患 (818)

24.0

4.7

4.5

10.4

29.2

10.0

15.5

6.4

1.6

0.8

4.2

12.5

3.5

30.7

7.9

12.3

14.6

12.5

10.0

26.0

20.1

64.4

62.4

50.0

16.7

30.0

37.2

18.8

21.5

20.0

20.8

29.2

50.0

17.7

(%)ｎ

15.7

4.1

23.9 37.2 19.1

(%)

要
支

援
・

要
介
護

認

定
を

受
け

て
お
り
、

介
護

保
険

サ
ー

ビ

ス

を
利

用
し

て
い
る

要
支

援
・

要
介
護

認

定
を

受
け

て
い
る

が
、

介
護

保
険
サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し
て

い

な
い

介
護

保
険

が
利
用

で

き
る

年
齢

だ
が
、

要

支
援

・
要

介
護
認

定

を
受

け
て

い
な
い

介
護

保
険

が
利
用

で

き
る

年
齢

に
到
達

し

て
い

な
い

無
回

答
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（４）サービス等利用計画の作成について 

問31 問28にある障害福祉サービスを利用している方や今後利用したい方にお聞きします。 

サービス等利用計画の作成について、どのように進めていきたいですか。（○はひとつ） 

 

 サービス等利用計画の作成の進め方についての考えをみると、「サービス等利用計画もセルフプラ

ンもよくわからない」が24.4％、「通所施設の職員など福祉の知識のある身近な人が支援してくれた

ら、自分や家族でセルフプランを作成したい」が14.3％、「相談支援事業所の相談支援専門員にサー

ビス等利用計画の作成を相談したい」が13.2％となっています。 

 

障害の種類別にみると、いずれの障害でも「サービス等利用計画もセルフプランもよくわからない」

が２割を超えています。 

「身体のみ」、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では、「まず詳しい内容を聞くために、相談支援事

業所の相談支援専門員に相談したい」が、それぞれ16.8％、13.5％、16.2％と多くなっています。 

  

 

  

全体 (1,012)

身体のみ (459)

知的のみ (137)

精神のみ (215)

身体+知的 (34)

身体+精神 (19)

知的+精神 (6)

難病・特定疾患 (308)

11.1

17.5

12.1

35.3

10.5

33.3

11.7

4.6

2.2

7.4

5.3

3.2

5.7

16.1

12.1

17.6

5.2

16.8

10.9

13.5

5.9

21.1

16.7

16.2

23.5

21.9

28.8

17.6

15.8

24.7

38.3

31.4

26.0

23.5

47.4

50.0

39.0

(%)ｎ

13.2

4.4

8.6 14.3 24.4 35.0

(%)

相

談

支

援

事

業

所

の

相

談

支

援

専

門

員

に

サ
ー

ビ

ス

等

利

用

計

画

の

作

成

を

依

頼

し

た

い

セ

ル

フ

プ

ラ

ン

を

自

分

や

家

族

で

作

成

し

た

い

通

所

施

設

の

職

員

な

ど

福

祉

の

知

識

の

あ

る

身

近

な

人

が

支

援

し

て

く

れ

た

ら
、

自

分

や

家

族

で

セ

ル

フ

プ

ラ

ン

を

作

成

し

た

い

ま

ず

詳

し

い

内

容

を

聞

く

た

め

に
、

相

談

支

援

事

業

所

の

相

談

支

援

専

門

員

等

に

相

談

し

た

い

サ
ー

ビ

ス

等

利

用

計

画

も

セ

ル

フ

プ

ラ

ン

も

よ

く

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（５）計画作成の感想 

問32 これまでに特定相談支援事業所でサービス等利用計画を作成したことがある方にお聞き

します。 

サービス等利用計画を作成して感じたことはありますか。（○は４つまで） 

     

       

サービス等利用計画を作成しての感想をみると、「相談支援員が丁寧に分かりやすく説明してくれ

た」が39.4％で最も多く、次いで「サービス等利用計画に沿った形でサービス提供事務所等の支援を

受けることができた」が37.1％、「ニーズを適切に反映したサービスの提案を受けることができた」

が34.8％となっています。 

 

  

39.4

37.1

34.8

29.5

12.1

9.8

4.5

3.0

2.3

10.6

8.3

22.0

0 10 20 30 40 50

相談支援専門員が丁寧に分かりやすく説明

してくれた

サービス等利用計画に沿った形でサービス

提供事業所等の支援を受けることができた

ニーズを適切に反映したサービスの提案を

受けることができた

サービス等利用計画の内容が具体的で分か

りやすかった

制度そのものが分かりにくかった

課題解決に向けて自分が取り組むべきこと

が明確になった

サービス等利用計画にニーズが適切に反映

されなかった

相談支援専門員の説明が分かりにくかった

サービス等利用計画の内容が分かりにく

かった

その他

特にない

無回答

（%）
ｎ＝（132）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では「相談支援員が丁寧に分かりやすく説明してくれた」と

「ニーズを適切に反映したサービスの提案を受けることができた」が42.9％でもっとも多く、次いで

「サービス等利用計画に沿った形でサービス提供事務所等の支援を受けることができた」が40.0％と

なっています。 

「知的のみ」では、「サービス等利用計画に沿った形でサービス提供事務所等の支援を受けること

ができた」が28.9％で最も多く、「相談支援員が丁寧に分かりやすく説明してくれた」と、「ニーズを

適切に反映したサービスの提案を受けることができた」がいずれも23.7％となっています。 

「精神のみ」では、「相談支援員が丁寧に分かりやすく説明してくれた」が41.9％と最も多く、次

いで「サービス等利用計画に沿った形でサービス提供事務所等の支援を受けることができた」が

35.9％となっています。 

「難病・特定疾患」では、「ニーズを適切に反映したサービスの提案を受けることができた」「サー

ビス等利用計画に沿った形でサービス提供事務所等の支援を受けることができた」「相談支援員が丁

寧に分かりやすく説明してくれた」が、それぞれ57.1％、52.4％、52.4％と、いずれも５割を超えて

います。  

 

調査数

相談支援専
門員が丁寧
に分かりや
すく説明して
くれた

サービス等
利用計画に
沿った形で
サービス提
供事業所等
の支援を受
けることがで
きた

ニーズを適
切に反映した
サービスの
提案を受ける
ことができた

サービス等
利用計画の
内容が具体
的で分かり
やすかった

制度そのも
のが分かり
にくかった

課題解決に
向けて自分
が取り組む
べきことが明
確になった

身体のみ 35 42.9 40.0 42.9 28.6      -      -

知的のみ 38 23.7 28.9 23.7 18.4 13.2 2.6

精神のみ 39 41.0 35.9 30.8 30.8 17.9 25.6

身体＋知的 11 54.5 45.5 36.4 45.5 18.2      -

身体＋精神 3 33.3 33.3 33.3 33.3      -      -

知的＋精神 2 50.0      - 50.0 50.0 50.0      -

難病・特定疾患 21 52.4 52.4 57.1 38.1 4.8 14.3

 

調査数

サービス等
利用計画に
ニーズが適
切に反映さ
れなかった

相談支援専
門員の説明
が分かりにく
かった

サービス等
利用計画の
内容が分か
りにくかった

その他 特にない 無回答

身体のみ 35 2.9 2.9      - 2.9 2.9 40.0

知的のみ 38 10.5 2.6      - 13.2 15.8 18.4

精神のみ 39 2.6 2.6 7.7 12.8 7.7 17.9

身体＋知的 11      -      -      - 27.3 9.1      -

身体＋精神 3      -      -      -      - 33.3 33.3

知的＋精神 2      -      -      -      - 50.0      -

難病・特定疾患 21 0.0 0.0 0.0 4.8 9.5 14.3
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５．日中活動や外出について 

（１）平日の日中の過ごし方 

問33 あなたは、平日の日中、主にどのように過ごしていますか。（○はひとつ） 

 

 平日の日中の過ごし方についてみると、「特に何もしていない」が22.5％で最も多く、次いで「自

宅で家事をしている」が19.7％、「正社員・正職員として働いている」が15.0％となっています。 

 

 

  

19.7

15.0

10.0

6.2

5.5

4.4

1.4

1.1

0.1

0.4

4.8

22.5

1.4

7.5

0 10 20 30

自宅で家事をしている

正社員・正職員として働いている

パート・アルバイトなどで働いている

自宅で働いている（自営業・内職・家業の手伝い

など）

就労移行支援事業所、就労継続支援（Ａ型、Ｂ

型）事業所などに通所して仕事をしている

地域活動支援センターなどの通所施設に通って

いる

大学・学校などに通っている

就職活動中

職業訓練中

育児をしている

その他

特になにもしていない

休職中

無回答

（%）
ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「特に何もしていない」が30.3％と最も多くなっている

ほか、「精神のみ」でも18.9％となっています。 

 一方、「知的のみ」では、「就労移行支援事業所、就労継続支援（A型、B型）事業所などに通所して

仕事をしている」が30.4％と最も多く、次いで「パート・アルバイトなどで働いている」が18.8％と

なっています。 

 なお、「身体と知的の重複障害」では、「地域活動支援センターなどの通所施設施設に通っている」

が25.0％と最も多くなっています。 

また、「難病・特定疾患」では「正社員・正職員として働いている」が22.5％ 、「自宅で家事をし

ている」が22.4％といずれも２割を超えています。 

 

  

 

調査数

正社員・正職

員として働い
ている

パート・アル

バイトなどで
働いている

自宅で働い
ている（自営

業・内職・家
業の手伝い
など）

就労移行支
援事業所、
就労継続支
援（Ａ型、Ｂ
型）事業所な
どに通所して
仕事をしてい
る

地域活動支
援センターな

どの通所施
設に通ってい
る

大学・学校な

どに通ってい
る

職業訓練中

身体のみ 1010 12.3 4.8 7.5 0.5 2.7 1.4      -

知的のみ 191 12.0 18.8 1.0 30.4 14.1 1.6      -

精神のみ 375 9.9 16.5 3.7 12.5 5.1 0.8 0.8

身体＋知的 48 2.1 8.3 2.1 18.8 25.0      -      -

身体＋精神 24      -      -      -      - 12.5      -      -

知的＋精神 10      - 10.0      -      - 10.0      -      -

難病・特定疾患 818 22.5 10.8 7.1 0.4 2.2 1.6      -

 

調査数 就職活動中
自宅で家事
をしている

育児をしてい
る

特になにもし
ていない

休職中 その他 無回答

身体のみ 1010 0.8 22.4 0.3 30.3 1.3 5.8 10.0

知的のみ 191 0.5 3.1      - 6.3 0.5 4.2 7.3

精神のみ 375 2.7 16.5      - 18.9 2.4 5.6 4.5

身体＋知的 48      - 8.3      - 18.8      - 2.1 14.6

身体＋精神 24      - 8.3      - 54.2 4.2      - 20.8

知的＋精神 10      - 10.0      - 40.0      - 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 0.9 22.4 0.7 19.3 1.7 4.4 6.1
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《疾病・障害別》 

 

 

 疾病・障害別でみると、知的障害、統合失調症では「就労移行支援事業所、就労継続支援（Ａ型、

Ｂ型）事業所などに通所して仕事をしている」が、それぞれ29.9％、21.6％と多くなっています。 

 一方、慢性疾患では、「特に何もしていない」が32.8％と、他の層よりも多くなっています。 

 

 

  

 調査数
正社員・正職
員として働い
ている

パート・アル
バイトなどで
働いている

自宅で働い
ている（自営
業・内職・家
業の手伝い
など）

就労移行支
援事業所、
就労継続支
援（Ａ型、Ｂ
型）事業所な
どに通所して
仕事をしてい
る

地域活動支
援センターな
どの通所施
設に通ってい
る

大学・学校な
どに通ってい
る

職業訓練中

難病・特定疾患 818 22.5 10.8 7.1 0.4 2.2 1.6      -

慢性疾患 448 10.0 3.8 9.8 3.6 4.0 0.9      -

統合失調症 176 4.0 12.5 2.3 21.6 9.7 0.6 1.1

気分障害 192 11.5 15.6 4.7 6.8 4.2 0.5 0.5

神経症 94 10.6 13.8 4.3 8.5 3.2 1.1      -

依存症 10 10.0 20.0 10.0      -      -      -      -

知的障害 204 8.3 18.1 1.0 29.9 18.6 1.0      -

発達障害 149 16.8 20.1 1.3 17.4 10.1 1.3 0.7

高次脳機能障害 30 13.3 6.7      - 6.7 16.7      -      -

特にない 215 18.1 6.0 7.9      - 0.5 1.4      -

その他 103 8.7 5.8 8.7 6.8 1.0 1.0      -

 調査数 就職活動中
自宅で家事
をしている

育児をしてい
る

特になにもし
ていない

休職中 その他 無回答

難病・特定疾患 818 0.9 22.4 0.7 19.3 1.7 4.4 6.1

慢性疾患 448 0.4 22.3 0.2 32.8 0.9 4.7 6.5

統合失調症 176 1.1 15.3      - 19.3 1.7 5.7 5.1

気分障害 192 3.6 20.3      - 21.9 3.1 5.7 1.6

神経症 94 2.1 23.4      - 22.3 2.1 4.3 4.3

依存症 10      - 10.0      - 20.0      - 30.0      -

知的障害 204 0.5 3.4      - 6.4 0.5 3.4 8.8

発達障害 149 2.0 5.4 0.7 10.1 0.7 4.7 8.7

高次脳機能障害 30      - 3.3      - 20.0 13.3 10.0 10.0

特にない 215      - 25.6 0.5 27.0 0.9 5.1 7.0

その他 103 1.9 16.5      - 30.1 1.0 7.8 10.7
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（２）仕事上困っていること 

問34 問33で 「働いている（１～４）」 と回答した方にお聞きします。 

仕事をする上で困っていることはありますか（○は３つまで） 

   

   

現在働いている障害者の方に、仕事をする上での困難を訊いたところ、「収入が少ない」が39.3％

で最も多く、次いで「特にない」が32.5％となっています。 

 

  

39.3

22.8

13.2

11.7

9.1

8.3

5.6

4.0

3.0

3.8

32.5

3.6

0 10 20 30 40

収入が少ない

体力的につらい

精神的につらい

職場の人間関係

通勤が大変

職場の障害理解が不足している

職場での相談相手がいない

職場環境が障害に対応していない

仕事を覚えるのが遅い、覚えられなくて叱ら

れる

その他

特にない

無回答

（%）
ｎ＝（798）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「精神のみ」では「収入が少ない」が62.5％ と最も多く、次いで「精神的

につらい」が25.0％、「職場の人間関係」が24.4％となっています。また、「知的のみ」、「身体のみ」

でも、「収入が少ない」が、それぞれ46.2％、30.0％ で最も多くなっています。 

一方、「難病・特定疾患」では、「体力的につらい」が35.7％と多く、「収入が少ない」は31.2％と

なっています。 

 

  

 

調査数
収入が少な
い

体力的につ
らい

精神的につ
らい

通勤が大変
職場の人間
関係

職場での相
談相手がい

ない

身体のみ 253 30.0 20.2 9.9 10.7 5.9 5.1

知的のみ 119 46.2 5.9 8.4 9.2 19.3 7.6

精神のみ 160 62.5 18.1 25.0 5.6 24.4 10.0

身体＋知的 15 33.3 13.3 6.7 6.7 6.7      -

知的＋精神 1      -      -      -      -      -      -

難病・特定疾患 333 31.2 35.7 12.0 12.3 6.0 3.0

 

調査数
職場の障害
理解が不足

している

職場環境が
障害に対応

していない

仕事を覚える

のが遅い、覚
えられなくて
叱られる

特にない その他 無回答

身体のみ 253 11.1 7.5 0.4 39.5 2.0 5.1

知的のみ 119 3.4 1.7 5.0 33.6 4.2 5.0

精神のみ 160 12.5 3.1 7.5 11.3 7.5 1.9

身体＋知的 15      -      - 6.7 46.7      - 6.7

知的＋精神 1      -      -      -      -      - 100.0

難病・特定疾患 333 7.8 3.9 0.6 36.3 2.4 2.7
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（３）就労や通所をしていない理由 

問35 問33で 「11．特になにもしていない」 と回答した方にお聞きします。 

あなたが就労や通所などをしていない理由は何ですか。（○は３つまで） 

     

 現在、平日の日中「特に何もしていない」と回答した障害者の方に、その理由を訊いたところ、

「高齢のため」が55.9％で最も多く、次いで「障害の程度や症状のため」が38.4％となっています。 

  

55.9

38.4

11.6

8.0

6.7

5.7

4.3

4.1

3.3

2.0

1.8

5.3

5.5

3.9

0 20 40 60

高齢のため

障害の程度や症状のため

働く自信がないため

働く必要がないため

自分に合った活動の場がないため

自分に合った仕事がないため

職場の人間関係に不安があるため

どんな場所があるか分からない

職場や活動の場に通うのが困難なため

周囲から止められているため

職場の障害理解に不安があるため

その他

特に理由はない

無回答

（%）
ｎ＝（490）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では「高齢のため」が68.6％と最も多くなっているほか、「難

病・特定疾患」でも61.4％と６割を超えています。 

 一方、「知的のみ」では「高齢のため」と「障害の程度や症状のため」がともに33.3％となってい

ます。 

 また、「精神のみ」では「障害の程度や症状のため」が53.5％と最も多く、次いで「働く自信がな

いため」が35.2％となっています。 

 

 

 

 

  

 

調査数 高齢のため
障害の程度
や症状のた
め

働く自信がな
いため

働く必要がな
いため

自分に合っ
た活動の場
がないため

自分に合っ
た仕事がな
いため

職場の人間
関係に不安
があるため

身体のみ 306 68.6 37.9 5.2 9.5 2.9 4.2 1.0

知的のみ 12 33.3 33.3 25.0      - 8.3      - 25.0

精神のみ 71 11.3 53.5 35.2 7.0 16.9 8.5 16.9

身体＋知的 9 33.3 22.2 22.2      -      - 22.2 11.1

身体＋精神 13 38.5 38.5 23.1      - 23.1 23.1 7.7

知的＋精神 4 50.0 75.0      -      -      -      -      -

難病・特定疾患 158 61.4 40.5 7.0 5.1 8.2 7.6 0.6

 

調査数
どんな場所
があるか分
からない

職場や活動
の場に通うの
が困難なた

め

周囲から止
められている
ため

職場の障害
理解に不安
があるため

その他
特に理由は
ない

無回答

身体のみ 306 2.3 1.6 0.7      - 4.6 5.6 4.2

知的のみ 12 16.7      -      - 8.3 16.7      - 8.3

精神のみ 71 4.2 7.0 7.0 7.0 11.3 2.8 4.2

身体＋知的 9      - 11.1      - 11.1      -      - 11.1

身体＋精神 13 15.4 15.4      - 7.7 7.7      -      -

知的＋精神 4      -      -      -      -      -      -      -

難病・特定疾患 158 5.1 2.5 2.5 0.6 3.8 5.1 3.2
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（４）一般就労に必要なこと 

問 36 障害者が一般就労するためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

     

障害者が一般就労するために必要なこととしては、「障害に応じた柔軟な勤務体系」が26.4％で最

も多く、次いで、「自分に合った仕事を見つける支援」が24.8％、「就労に向けての相談支援」が

24.3％となっています。 

  

26.4

24.8

24.3

20.7

18.7

14.8

12.9

10.2

6.6

6.5

4.9

4.0

3.5

2.6

11.2

18.5

0 10 20 30

障害に応じた柔軟な勤務体系

自分に合った仕事を見つける支援

就労に向けての相談支援

職場の障害理解の促進

就労してからの相談支援

障害特性に合った多様な仕事

障害特性に合った職業訓練

障害者向けの求人情報の提供

通勤経路のバリアフリー化

転職・退職に応じた相談支援

職場のバリアフリー化

職場適応援助者（ジョブコーチ）

などからの支援

職場での就労体験

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「障害に応じた柔軟な勤務体系」、「就労に向けての相談

支援」、「自分に合った仕事を見つける支援」が、それぞれ22.9％、21.1％、20.8％と、いずれも２割

を超えています。 

「知的のみ」では、「自分に合った仕事を見つける支援」が33.5％と多くなっています。 

 「精神のみ」でも、「自分に合った仕事を見つける支援」が33.6％と多く、「障害に応じた柔軟な勤

務体系」も32.0％となっています 

 「難病・特定疾患」では、「障害に応じた柔軟な勤務体系」が33.6％で最も多く、次いで「自分に

合った仕事を見つける支援」が24.1％となっています。 

  

 

調査数
就労に向け
ての相談支
援

就労してから
の相談支援

転職・退職に
応じた相談
支援

障害特性に
合った職業
訓練

職場での就
労体験

自分に合っ
た仕事を見
つける支援

身体のみ 1010 21.1 12.7 5.5 12.9 2.1 20.8

知的のみ 191 24.6 26.7 7.9 18.8 9.9 33.5

精神のみ 375 31.7 29.9 7.2 14.1 4.5 33.6

身体＋知的 48 16.7 27.1 4.2 8.3 2.1 6.3

身体＋精神 24 20.8 12.5 4.2 4.2      - 8.3

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0      -      - 20.0

難病・特定疾患 818 23.6 16.3 7.0 12.0 3.3 24.1

 

調査数
障害者向け
の求人情報
の提供

障害特性に
合った多様
な仕事

障害に応じた
柔軟な勤務
体系

職場の障害
理解の促進

職場適応援
助者（ジョブ
コーチ）など
からの支援

職場のバリ
アフリー化

身体のみ 1010 10.6 12.3 22.9 14.8 1.9 5.9

知的のみ 191 5.8 20.9 15.7 32.5 20.9 1.6

精神のみ 375 15.2 17.3 32.0 24.8 3.5 2.1

身体＋知的 48 2.1 16.7 22.9 22.9 8.3 6.3

身体＋精神 24      - 16.7 16.7      -      -      -

知的＋精神 10      - 10.0 20.0 10.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 10.9 14.1 33.6 22.7 2.3 7.3

 

調査数
通勤経路の
バリアフリー
化

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 8.1 13.4 2.3 25.2

知的のみ 191 2.6 7.9 2.1 10.5

精神のみ 375 1.9 7.7 4.3 6.7

身体＋知的 48 8.3 12.5 2.1 31.3

身体＋精神 24      - 16.7      - 50.0

知的＋精神 10      - 10.0      - 50.0

難病・特定疾患 818 9.9 9.9 2.2 16.7
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（５）余暇の過ごし方 

問 37 あなたは、休日や余裕のあるときにどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

     

休日や余裕のある時の過ごし方をみると、「家でくつろぐ」が51.7％と５割を超えています。以下、

「買い物」が39.8％、「近所の散歩」が33.4％となっています。 

 

  

51.7

39.8

33.4

29.7

25.8

22.8

21.0

15.9

15.8

13.8

5.6

3.6

6.5

7.1

7.9

0 20 40 60

家でくつろぐ

買い物

近所の散歩

趣味や学習活動

友人・知人と会う

読書

飲食店に行く

旅行

演劇や映画の鑑賞

スポーツ・運動

地域の行事への参加

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

ｎ＝（2,176） （%）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、いずれの障害でも、「家でくつろぐ」が最も多く、次いで「買い物」や

「近所の散歩」となっています。 

 また、「精神のみ」では、「趣味や学習活動」が41.1％と、他の障害者に比べて多くなっています。 

  

 
調査数 家でくつろぐ 買い物 近所の散歩

趣味や学習
活動

友人・知人と
会う

読書

身体のみ 1010 47.1 36.6 33.3 25.1 26.4 22.8

知的のみ 191 59.7 51.3 30.4 30.4 11.5 5.8

精神のみ 375 56.5 45.6 35.7 41.1 26.1 28.3

身体＋知的 48 54.2 31.3 35.4 20.8 8.3 6.3

身体＋精神 24 37.5 16.7 20.8 4.2 8.3 12.5

知的＋精神 10 40.0 30.0 30.0      - 20.0      -

難病・特定疾患 818 54.3 39.0 33.6 29.8 31.3 26.2

 
調査数 飲食店に行く 旅行

演劇や映画
の鑑賞

スポーツ・運
動

地域の行事
への参加

ボランティア
活動

身体のみ 1010 18.7 15.5 13.1 12.4 6.0 4.2

知的のみ 191 25.1 17.8 18.8 19.9 6.8 3.1

精神のみ 375 24.8 10.7 17.6 12.3 3.7 3.2

身体＋知的 48 27.1 14.6 12.5 2.1 14.6      -

身体＋精神 24 8.3 4.2 8.3      - 4.2      -

知的＋精神 10 20.0      -      -      - 10.0      -

難病・特定疾患 818 21.5 18.2 17.7 13.7 4.6 3.8

 
調査数 その他

特に何もしな
い

無回答

身体のみ 1010 4.6 8.2 10.7

知的のみ 191 10.5 2.6 3.7

精神のみ 375 8.3 8.3 3.5

身体＋知的 48 8.3 4.2 12.5

身体＋精神 24 29.2 4.2 16.7

知的＋精神 10      -      - 40.0

難病・特定疾患 818 6.5 7.1 8.1
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（６）外出頻度 

問 38 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（○はひとつ） 

 

外出の頻度をみると、「ほぼ毎日」が42.7％で最も多く、「週に３～４回」が20.1％となっています。 

 

障害の種類別にみると、「知的のみ」、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では「ほぼ毎日」が、それ

ぞれ52.4％ 、49.9％、44.1％と、いずれも多くなっています。 

 一方、「身体のみ」では、「ほぼ毎日」が34.1％と、他の障害者に比べて少なく、その一方、「週に

３～４回」が26.0％と多くなっています。 

 

 

  

全体 (2,176)

身体のみ (1,010)

知的のみ (191)

精神のみ (375)

身体+知的 (48)

身体+精神 (24)

知的+精神 (10)

難病・特定疾患 (818)

34.1

52.4

49.9

35.4

16.7

30.0

44.1

26.0

8.4

17.6

12.5

16.7

10.0

20.2

14.3

16.8

13.9

16.7

16.7

13.7

4.2

5.8

4.8

6.3

16.7

10.0

4.2

12.0

9.4

10.1

14.6

20.8

10.0

10.0

9.5

7.3

3.7

14.6

12.5

40.0

7.8

(%)ｎ

42.7 20.1 14.1

4.8

10.7 7.6

(%)

ほ
ぼ

毎
日

週
に

３
～

４
回

週
に

１
～

２
回

月
に

１
～

３
回

あ
ま

り
外

出
し
な

い

無
回

答
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（７）外出の際に困っていること 

問 39 あなたは、外出に関してどのようなことで困っていますか。（○はいくつでも） 

   

  

外出の時困っていることとしては、「疲れた時の休息場所」が29.5％で最も多くなっています。 

一方、「特にない」も28.1％と多くなっています。 

 

  

29.5

25.9

25.0

19.0

17.1

15.5

13.1

10.0

9.6

4.1

2.9

7.1

28.1

8.5

0 10 20 30

疲れたときの休憩場所

建物の段差や階段

歩道の段差や傾斜

自動車・自転車に危険を感じる

駅構内の移動や乗り換え

トイレの利用

外出するのに支援が必要である

歩道上に障害物が多い

バスやタクシーの利用

券売機の利用

外出したくても介助者がいない

その他

特にない

無回答

（%）

ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

   

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「建物の段差や階段」、「歩道の段差や傾斜」が、それぞ

れ38.2％、37.7％と４割近くを占めて多くなっています。 

 一方、「知的のみ」では、「外出するのに支援が必要である」が26.7％で最も多くなっています。 

 また、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では、「疲れた時の休息場所」が、それぞれ31.7％、32.2％

と多くなっています。 

  

 

調査数
歩道の段差
や傾斜

建物の段差
や階段

バスやタク
シーの利用

駅構内の移
動や乗り換
え

券売機の利
用

トイレの利用

身体のみ 1010 37.7 38.2 12.0 22.8 5.0 17.9

知的のみ 191 6.8 6.3 15.2 16.8 11.0 11.5

精神のみ 375 5.6 7.2 4.8 9.3 1.3 8.5

身体＋知的 48 45.8 39.6 14.6 16.7 4.2 22.9

身体＋精神 24 25.0 41.7 29.2 16.7 8.3 37.5

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0 10.0      - 20.0

難病・特定疾患 818 27.4 28.1 7.9 17.4 3.4 18.0

 

調査数
歩道上に障
害物が多い

疲れたときの
休憩場所

自動車・自転
車に危険を
感じる

外出するの
に支援が必
要である

外出したくて
も介助者が
いない

特にない

身体のみ 1010 16.1 32.3 25.0 15.0 3.7 17.3

知的のみ 191 3.7 8.9 12.6 26.7 3.7 36.1

精神のみ 375 2.1 31.7 12.8 5.3 2.4 41.3

身体＋知的 48 18.8 27.1 22.9 35.4 4.2 8.3

身体＋精神 24 8.3 37.5 20.8 20.8      - 4.2

知的＋精神 10      - 10.0 10.0      -      - 10.0

難病・特定疾患 818 10.3 32.2 18.1 10.8 2.7 30.1

 
調査数 その他 無回答

身体のみ 1010 5.8 10.4

知的のみ 191 4.2 8.4

精神のみ 375 16 5.3

身体＋知的 48 6.3 16.7

身体＋精神 24 4.2 12.5

知的＋精神 10 10.0 40.0

難病・特定疾患 818 5.1 7.9
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６．住まいについて 

（１）住まいで困っていること 

問 40 あなたは、住いに関してどのようなことで困っていますか。（○はいくつでも） 

     

 住まいについて困っていることとしては、「階段の昇り降り」（15.9％）や「家賃など住宅費の負担」

（15.0％）が比較的多くなっています。 

一方、「特にない」は43.9％を占めています。 

 

《障害の種類別》 

   

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「階段の昇り降り」が22.2％で最も多く、次いで「建物

の老朽化」が12.3％、「玄関などの段差」が11.9％となっています。 

一方、「知的のみ」では、「特にない」が61.3％と多くなっています。 

また、「精神のみ」では、「家賃など住宅費の負担」が28.5％で最も多くなっています。 

  

15.9

15.0

12.1

8.9

8.0

6.0

3.9

3.6

4.8

43.9

11.6

0 10 20 30 40 50

階段の昇り降り

家賃など住宅費の負担

建物の老朽化

玄関などの段差

風呂が使いにくい

手すりがない

トイレが使いにくい

廊下や出入口が狭い

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）

 
調査数

階段の昇り

降り

家賃など住

宅費の負担

建物の老朽

化

玄関などの

段差

風呂が使い

にくい
手すりがない

身体のみ 1010 22.2 11.3 12.3 11.9 9.4 8.2

知的のみ 191 5.2 7.3 10.5 3.7 3.1 1.6

精神のみ 375 8.5 28.5 16.8 4.5 9.1 2.1

身体＋知的 48 22.9 10.4 12.5 14.6 6.3 6.3

身体＋精神 24 20.8 16.7 4.2 12.5 4.2 16.7

知的＋精神 10 10.0      -      -      - 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 16.4 15.5 8.9 9.7 7.7 6.6

 
調査数

トイレが使い
にくい

廊下や出入
口が狭い

その他 特にない 無回答

身体のみ 1010 5.1 4.1 3.7 38.6 14.4

知的のみ 191 1.6 3.1 6.3 61.3 11.5

精神のみ 375 2.9 3.2 10.4 40.5 7.2

身体＋知的 48 10.4 6.3 33.3 6.3 18.8

身体＋精神 24 20.8 12.5 29.2 4.2 29.2

知的＋精神 10 10.0      - 40.0      - 50.0

難病・特定疾患 818 4.0 3.1 3.2 46.1 10.6



【資料第１号－２】 

78 

（２）住まいで必要な支援 

問 41 あなたは、住まいに関してどのような支援を必要としていますか。（○は２つまで） 

   

 住まいに関して必要な支援をみると、「住宅改造費用の貸付・助成」が14.0％ですが、「特にない」は

46.2％を占めています。 

 

《障害の種類別》 

   
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「住宅改造費用の貸付・助成」が17.2％と多くなってい

るほか、「難病・特定疾患」でも15.5％と多くなっています。 

一方、「知的のみ」では「グループホームなどの整備」が24.1％で、「精神のみ」では「公営住宅へ

の優先入居の拡充」が24.0％で、それぞれ多くなっています。 

 

  

14.0

11.8

12.5

9.1

4.2

46.2

3.0

14.6

0 20 40 60

住宅改造費用の貸付・助成

家具転倒防止や耐震化など災害対策

公営住宅への優先入居の拡充

民間賃貸住宅の入居支援

グループホームなどの整備

特にない

その他

無回答

（%）
ｎ＝（2,176）

 

調査数
住宅改造費
用の貸付・助
成

家具転倒防
止や耐震化

など災害対
策

公営住宅へ
の優先入居
の拡充

民間賃貸住
宅の入居支
援

グループ
ホームなど
の整備

特にない

身体のみ 1010 17.2 15.0 10.8 6.5 1.5 43.1

知的のみ 191 8.4 7.9 6.3 6.3 24.1 46.6

精神のみ 375 9.3 8.5 24.0 18.7 4.0 42.7

身体＋知的 48 12.5 8.3 16.7 6.3 12.5 29.2

身体＋精神 24 16.7 16.7 12.5 12.5 8.3 25.0

知的＋精神 10      -      - 10.0 20.0 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 15.5 11.2 10.1 8.3 1.8 50.0

 調査数 その他 無回答

身体のみ 1010 2.3 17.7

知的のみ 191 1.6 12.6

精神のみ 375 5.9 9.6

身体＋知的 48 6.3 29.2

身体＋精神 24      - 29.2

知的＋精神 10      - 50.0

難病・特定疾患 818 3.1 13.8
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７．差別解消について 

（１）合理的配慮を進めていくために必要なこと 

問 42 社会的障壁の除去に向けて、合理的配慮を進めていくために必要なことは何だと思わ

れますか。（○は２つまで） 

    

  

 

合理的配慮を進めていくために必要なことをみると、「区民や民間事業者に対して障害者差別解消法

に関する周知・啓発」が31.2％で最も多く、「ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発」が17.8％で

これに次いでいます。 

一方、「特にない」も23.3％と高くなっています。 

 

  

31.2

17.8

10.4

10.1

9.7

8.5

3.9

23.3

18.8

0 10 20 30 40

区民や民間事業者に対して障害者差別解消

法に関する周知・啓発

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じ

たコミュニケーション手段の設置

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向

けの研修

意思疎通のために絵や写真カード、ＩＣＴ

機器（タブレット端末等）等の活用

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

   

 

障害の種類別にみると、「知的のみ」、「精神のみ」、「難病・特定疾患」で、「区民や民間事業者に対し

て障害者差別解消法に関する周知・啓発」がそれぞれ38.7％、42.4％、32.4％と多くなっています。 

 

  

 

調査数

区民や民間
事業者に対
して障害者
差別解消法
に関する周
知・啓発

障害者差別
解消法に係
るセミナー等
の開催

障害当事者
を講師とした
区民・民間事

業者向けの
研修

筆談、読み
上げ、手話な
ど障害の特
性に応じたコ

ミュニケー
ション手段の
設置

意思疎通の
ために絵や
写真カード、Ｉ
ＣＴ機器（タブ
レット端末
等）等の活用

ヘルプマー
ク・ヘルプ
カードの周
知・啓発

身体のみ 1010 24.7 7.6 9.8 12.1 7.5 16.3

知的のみ 191 38.7 15.7 5.2 6.8 14.7 16.8

精神のみ 375 42.4 15.7 12.3 6.1 5.9 16.0

身体＋知的 48 22.9 10.4 16.7 4.2 6.3 18.8

身体＋精神 24 16.7      - 4.2 4.2 8.3 4.2

知的＋精神 10 30.0 20.0 10.0      -      - 10.0

難病・特定疾患 818 32.4 9.3 10.0 10.9 9.9 22.7

 調査数 特にない その他 無回答

身体のみ 1010 26.2 2.1 23.4

知的のみ 191 18.3 4.2 17.3

精神のみ 375 21.9 8.8 10.7

身体＋知的 48 16.7 6.3 25.0

身体＋精神 24 29.2 4.2 41.7

知的＋精神 10 20.0      - 40.0

難病・特定疾患 818 21.6 2.8 16.3
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《疾病・障害別》 

    

  

疾病・障害別でみると、統合失調症、気分障害、発達障害、高次脳機能障害では、いずれも「区民や

民間事業者に対して障害者差別解消法に関する周知・啓発」が４割前後を占めて多くなっています。 

 

 

  

 

調査数

区民や民間
事業者に対
して障害者
差別解消法
に関する周
知・啓発

障害者差別
解消法に係
るセミナー等
の開催

障害当事者
を講師とした
区民・民間事
業者向けの
研修

筆談、読み
上げ、手話な
ど障害の特
性に応じたコ
ミュニケー
ション手段の
設置

意思疎通の
ために絵や
写真カード、Ｉ
ＣＴ機器（タブ
レット端末
等）等の活用

ヘルプマー
ク・ヘルプ
カードの周
知・啓発

難病・特定疾患 818 32.4 9.3 10.0 10.9 9.9 22.7

慢性疾患 448 24.6 8.3 10.3 9.8 6.3 17.4

統合失調症 176 38.6 14.8 13.6 6.3 4.5 12.5

気分障害 192 40.1 15.1 12.0 7.3 7.3 24.0

神経症 94 36.2 17.0 13.8 7.4 7.4 16.0

依存症 10 30.0 10.0 10.0      -      -      -

知的障害 204 35.8 15.7 8.8 6.9 13.7 15.7

発達障害 149 43.0 18.8 9.4 6.7 14.1 14.8

高次脳機能障害 30 40.0 6.7 3.3 13.3 23.3 23.3

特にない 215 27.9 7.9 10.2 19.1 7.9 15.3

その他 103 32.0 8.7 8.7 6.8 8.7 13.6

 
調査数 特にない その他 無回答

難病・特定疾患 818 21.6 2.8 16.3

慢性疾患 448 28.8 2.5 20.8

統合失調症 176 27.8 2.3 14.2

気分障害 192 20.3 10.9 7.8

神経症 94 17.0 13.8 10.6

依存症 10 30.0 10.0 20.0

知的障害 204 16.2 4.9 19.6

発達障害 149 16.8 7.4 14.8

高次脳機能障害 30 10.0      - 26.7

特にない 215 25.6 3.7 16.3

その他 103 19.4 6.8 28.2
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８．災害対策について 

（１）災害発生時に困ること 

問 43 あなたが、地震などの災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（○は

いくつでも） 

 

   

 

災害発生時に困ることをみると、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか心配」が49.0％で最も多く、

以下、「避難所で必要な支援が受けられるか心配」が30.8％、「一人では避難できない」が25.4％となっ

ています。 

 

  

49.0

30.8

25.4

22.6

21.9

16.5

13.9

12.8

11.9

8.2

4.0

14.3

9.7

0 20 40 60

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

避難所で必要な支援が受けられるか不安

一人では避難できない

避難所の設備が障害に対応しているか不安

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい

助けを求める方法がわからない

災害の情報を知る方法がわからない

近くに助けてくれる人がいない

避難所の場所がわからない

医療機器の電源確保が心配

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「精神のみ」、「難病・特定疾患」「身体のみ」では「薬や医療的ケアを確保で

きるかどうか心配」が、それぞれ63.5％、57.0％、44.7％と最も多くなっています。 

また、「精神のみ」では、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が38.9％、「避難所で必要な支

援が受けられるか不安」が35.4％と多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「１人では避難できない」が44.5％と最も多く、次いで「避難所で必要な支

援が受けられるか不安」が34.6％、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が33.0％となっていま

す。 

 

  

 

調査数

災害の情報
を知る方法
がわからな
い

助けを求める
方法がわか
らない

避難所の場
所がわから
ない

近くに助けて
くれる人がい
ない

一人では避
難できない

避難所の設
備が障害に
対応している
か不安

避難所で必
要な支援が
受けられるか
不安

身体のみ 1010 13.8 15.4 11.1 12.8 30.0 27.1 33.0

知的のみ 191 27.2 29.8 20.4 9.4 44.5 19.9 34.6

精神のみ 375 13.9 18.4 14.4 20.3 13.9 21.6 33.1

身体＋知的 48 29.2 22.9 14.6 18.8 56.3 33.3 35.4

身体＋精神 24 8.3 20.8 16.7 12.5 41.7 20.8 25.0

知的＋精神 10 10.0 20.0 10.0 20.0 40.0 20.0 20.0

難病・特定疾患 818 9.4 12.5 8.1 10.1 20.0 21.3 29.3

 

調査数

避難所で他
の人と一緒
に過ごすの
が難しい

薬や医療的
ケアを確保で
きるかどうか
不安

医療機器の
電源確保が
心配

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 16.3 44.7 11.7 13.5 3.0 12.3

知的のみ 191 33.0 25.1 6.8 16.2 4.7 7.9

精神のみ 375 38.9 63.5 4.8 12.8 5.6 5.3

身体＋知的 48 41.7 31.3 12.5 4.2 8.3 20.8

身体＋精神 24 33.3 50.0 16.7 8.3 4.2 16.7

知的＋精神 10 30.0 30.0      - 10.0      - 40.0

難病・特定疾患 818 16.5 57.0 8.6 15.2 4.4 8.8
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《疾病・障害別》 

 

 

疾病・障害別でみると、統合失調症、気分障害、神経症では、いずれも「薬や医療的ケアを確保でき

るか不安」が６割を超え、他の層より多くなっています。 

 

 

 

  

 

調査数

災害の情報
を知る方法
がわからな
い

助けを求める
方法がわか
らない

避難所の場
所がわから
ない

近くに助けて
くれる人がい
ない

一人では避
難できない

避難所の設
備が障害に
対応している
か不安

避難所で必
要な支援が
受けられるか
不安

難病・特定疾患 818 9.4 12.5 8.1 10.1 20.0 21.3 29.3

慢性疾患 448 16.3 18.3 12.9 12.1 32.1 26.3 33.9

統合失調症 176 17.0 26.1 17.6 19.9 21.0 24.4 40.9

気分障害 192 8.3 15.1 13.0 21.4 15.1 25.5 34.9

神経症 94 10.6 14.9 6.4 16.0 19.1 14.9 30.9

依存症 10      - 10.0      - 30.0 20.0      - 30.0

知的障害 204 25.5 27.5 18.1 11.3 48.5 22.1 35.8

発達障害 149 18.1 24.2 20.1 12.8 26.2 21.5 30.2

高次脳機能障害 30 16.7 16.7 6.7 10.0 40.0 26.7 30.0

特にない 215 15.3 14.4 12.6 13.5 27.4 22.8 28.4

その他 103 19.4 25.2 15.5 17.5 28.2 27.2 35.0

 

調査数

避難所で他
の人と一緒
に過ごすの
が難しい

薬や医療的
ケアを確保で
きるかどうか
不安

医療機器の
電源確保が
心配

特にない その他 無回答

難病・特定疾患 818 16.5 57.0 8.6 15.2 4.4 8.8

慢性疾患 448 17.0 56.5 14.7 11.2 3.6 7.8

統合失調症 176 36.4 65.3 5.7 13.6 2.8 5.7

気分障害 192 43.8 67.2 4.7 11.5 6.3 4.7

神経症 94 40.4 61.7 2.1 11.7 9.6 5.3

依存症 10      - 50.0      - 30.0      - 10.0

知的障害 204 35.8 27.9 7.4 12.7 5.4 10.3

発達障害 149 39.6 31.5 8.1 18.1 6.7 10.1

高次脳機能障害 30 20.0 50.0 6.7 10.0 3.3 13.3

特にない 215 13.5 29.3 5.1 20.5 2.3 7.9

その他 103 30.1 52.4 8.7 11.7 3.9 13.6
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（２）災害に対する備え 

問 44 あなたは、災害に対してどのような備えをしていますか。（○はいくつでも） 

 

 

災害に対する備えをみると、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（3日分程度）をしている」

が35.2％で最も多く、次いで「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が26.5％と

なっています。 

一方、「特にない」も25.7％となっています。 

 

 

  

35.2

26.5

21.6

17.7

8.1

3.7

3.6

3.1

2.5

2.2

25.7

10.4

0 20 40

非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日分程度）をしている

疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている

日頃から家族で災害時の対応を話し合っている

家具に転倒防止器具を取り付けている

文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している

近所の人や知人等に、災害が発生したときの助けをお願いしている

住居の耐震診断を受け、必要な補強を行っている

地域の防災訓練や勉強会・セミナー等に参加している

区民防災組織（町会・自治会）や消防団等に参加している

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176） （%）
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《障害の種類別》 

 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」、「難病・特定疾患」では、「非常時持ち出し品の用意、非常食等

の備蓄（3日分程度）をしている」が最も多く、次いで「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備

えている」となっています。特に、「難病・特定疾患」では「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄

（3日分程度）をしている」が41.9％と、他の障害者より多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」と「非常時持ち出し品の

用意、非常食等の備蓄（3日分程度）をしている」がそれぞれ34.0％、33.0％と多くなっています。 

 

  

 

調査数

日頃から家
族で災害時
の対応を話し
合っている

非常時持ち
出し品の用
意、非常食
等の備蓄（３
日分程度）を
している

疾病等で必
要な薬や医
療機関の連
絡先などを
備えている

近所の人や
知人等に、災
害が発生し
たときの助け
をお願いして
いる

文京区の「避
難行動要支
援者名簿」に
登録している

家具に転倒
防止器具を
取り付けてい
る

身体のみ 1010 21.3 34.0 26.9 4.9 10.3 18.1

知的のみ 191 34.0 33.0 16.8 2.1 17.8 19.9

精神のみ 375 14.1 27.5 25.9 3.2 4.8 12.0

身体＋知的 48 29.2 22.9 20.8 10.4 22.9 25.0

身体＋精神 24 12.5 16.7 20.8 4.2 8.3 16.7

知的＋精神 10 10.0 20.0 10.0 10.0 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 24.3 41.9 33.3 3.4 5.1 18.5

 

調査数

住居の耐震
診断を受け、
必要な補強

を行っている

区民防災組
織（町会・自
治会）や消防
団等に参加
している

地域の防災
訓練や勉強
会・セミナー
等に参加して
いる

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 3.5 3.4 3.4 23.5 1.8 13.1

知的のみ 191 6.3 2.1 3.7 21.5 2.6 9.9

精神のみ 375 3.2 1.3 2.1 35.7 3.7 6.4

身体＋知的 48 6.3 4.2 6.3 14.6 2.1 22.9

身体＋精神 24      -      -      - 33.3      - 20.8

知的＋精神 10      -      -      - 10.0      - 50.0

難病・特定疾患 818 3.1 2.3 2.2 23.2 1.5 8.7



【資料第１号－２】 

87 

《疾病・障害別》 

 

 

疾病・障害別でみると、発達障害では、「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が32.9％、

高次脳機能障害では「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が36.7％と、他の層よ

り多くなっています。 

  

 調査数

日頃から家
族で災害時
の対応を話し
合っている

非常時持ち
出し品の用
意、非常食
等の備蓄（３
日分程度）を
している

疾病等で必
要な薬や医
療機関の連
絡先などを
備えている

近所の人や
知人等に、災
害が発生し
たときの助け
をお願いして
いる

文京区の「避
難行動要支
援者名簿」に
登録している

家具に転倒
防止器具を
取り付けてい
る

全  体 2176 21.6 35.2 26.5 3.7 8.1 17.7

難病・特定疾患 818 24.3 41.9 33.3 3.4 5.1 18.5

慢性疾患 448 19.2 32.8 33.3 4.9 9.6 17.4

統合失調症 176 15.9 24.4 26.7 4.5 7.4 13.1

気分障害 192 12.0 27.6 28.1 1.0 6.3 12.0

神経症 94 13.8 29.8 30.9 2.1 6.4 19.1

依存症 10 20.0 40.0      -      -      -      -

知的障害 204 32.4 31.9 18.6 2.0 18.6 20.1

発達障害 149 32.9 32.2 18.8 2.7 11.4 13.4

高次脳機能障害 30 30.0 33.3 36.7 10.0 26.7 30.0

特にない 215 19.5 32.6 15.3 5.6 8.8 19.1

その他 103 19.4 33.0 23.3 5.8 4.9 19.4

 調査数

住居の耐震
診断を受け、
必要な補強
を行っている

区民防災組
織（町会・自
治会）や消防
団等に参加
している

地域の防災
訓練や勉強
会・セミナー
等に参加して
いる 特にない その他 無回答

全  体 2176 3.6 2.5 3.1 25.7 2.2 10.4

難病・特定疾患 818 3.1 2.3 2.2 23.2 1.5 8.7

慢性疾患 448 2.9 3.3 2.9 24.6 3.1 10.5

統合失調症 176 3.4 1.7 2.3 33.0 3.4 8.0

気分障害 192 3.1 0.5 2.6 39.1 3.1 5.2

神経症 94 3.2 2.1 3.2 29.8 7.4 6.4

依存症 10 10.0 10.0      - 40.0      - 10.0

知的障害 204 6.4 2.5 4.4 20.6 2.5 11.3

発達障害 149 5.4 2.7 2.7 26.8 2.0 9.4

高次脳機能障害 30      - 6.7 3.3 13.3      - 13.3

特にない 215 4.2 2.8 5.1 31.6 2.3 8.4

その他 103 4.9 4.9 6.8 25.2 3.9 14.6
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９．自由意見 

問 45 区の障害者福祉施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、 

ご自由にお書きください。 

 

自由意見は448件ありました。「福祉」についての意見が16.7％と最も多く、次いで「行政」が13.6％、

「障害・疾患」が8.0％となっています。 

主な意見は下記のとおりです。 

(%) 

 総数 福祉 行政 
障害・疾

患 

生活 

環境 

アン

ケート 

保健・ 

医療 

障害 

理解 

雇用・

就労 

情報 

・相談 
将来 災害 その他 

自由 

意見 
448 16.7 13.6 8.0 7.8 7.8 6.0 5.4 4.7 4.5 4.2 2.7 18.1 

 

●主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．福祉（75件） 

・障害福祉サービスを利用した事がありますが１ヶ月区切りで締切りがあり、その時を過ぎると１ヶ

月待ちになります。具合は急に悪くなり直ちに支援が必要です。大変だとは思いますが、要望が

あったらすぐに対応していただきたいです。 

・ショートステイをいざ緊急に使いたい時などに、いっぱいで利用できない。 

・障害の支援区分が軽い人でも、ずっとグループホームで暮らしていけるようにして下さい。軽度の

方こそ、より細かな支援が必要です。軽度の人の一人暮らしを促進するには、支援体制、人材の充

分な確保ができない限り、難しいと思います。時々、見回りに行く程度では、彼らの心の安定は図

れません。一番大切なのは、話したい特にすぐ話を聞いてくれる人がいること、です。 

・福祉サービスはいくつもあるが、重度でないと利用できないものが多い。知的は中度、身体はぎり

ぎり障害にならない状態だと利用する施設から断わられることがある。（手がかかるので）知的、身

体と分けるのではなく、全体の状態で見てほしい。 

・精神障害者への手当などを充実させてほしい。 

・都営交通の無料乗車券やタクシー券はとても重宝して利用しており、今後も継続していただきたい

と思います。 

・親が安心して委ねられるグループホーム、区内の施設の整備に重点的に力を注いでいただきたいで

す。 

・難病患者向けのタクシー券が交付されなくなってしまったので、常時バスを利用せざるを得ないの

で、シルバーパスのようなパスを交付してほしいと思います。 

・入所施設を作った時、３年型でその後グループホームへとの話でしたが、自立してグループホーム

へ行かれる方が何人いるのでしょうか？グループホームも入所されている方が行けるようなものは

ありません。親も高齢になり、両親で何とか障害のある子を見ていますが、片親になったら１人で

は無理です。希望している施設は満員です。先の事を考えると不安でいっぱいです。重度の入院施

設、重度のグループホームを作ってほしいです。 

 

２．行政（61件） 

・長時間の外出が大変で、区の手続きに行く時に苦労している。援助を受けるための書類が多く、そ

れを揃えるのが大変。 
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・外出困難者が区役所へ申請手続きに行くのは負担。せめて継続手続きは郵送でできる等考慮してほ

しい。 

・自立支援の更新に必要な書類のうち、申請書は窓口にしかないので、平日の日中に取りに行かない

といけません。夜間窓口に置いていただくか、ダウンロードして郵送申請ができるとありがたいで

す。また、今度家族の難病申請をするのですが、こちらの申請書も、夜間かダウンロードで入手で

きると助かります。 

・感音性難聴であるので、区役所の係の人々が代筆したり、大きな声で対応してもらいたい。補聴器

の購入に際して充分補助していただきたい。 

・医療券の更新の際に、他の階から書類を取る必要があるのを、一元化していただけるとありがたい

です。 

・実際に支援をうけており、日頃より大変ありがたく思っております。国、都、区がぞれぞれに運用

している諸制度の構造がわかりづらく感じており、身近な区役所がワントップ窓口となっていただ

ければ、より気軽に様々な相談ができると思っております。 

・役所からの書類等の内容が、活字を読まなくてもおおまかでよいのでわかるようにして欲しい。（点

字資料、音声資料の同梱、電話による周知等） 

・現在は特にありませんが、個人個人に対応したできるだけきめ細かいケアを望みます。具体的には、

医師、介助者、看護士（関係者間）等との情報の共有化。特に災害時。 

・区のカウンターに申請などでうかがった際、職員の方は病名を口に出してほしくない。たまたまと

なりに（近くに）知人とかいたら、知られてしまうので。 

・知的障がい者は、他の障がい者に比べて本人の希望・訴えが理解されにくく、他の障がい者より制

度の進歩も遅れがちです。又、本人からの意志が伝わりにくいこともあり周囲に良い理解者が必要

となります。家族や施設職員だけでなく、行政からも手厚い支援等お願いしたいです。本人からの

訴えが無くても、一定の年齢や条件を満たした時は、役所からの連絡・訪問など希望者にはお願い

したいです。 

 

３．障害・疾患（36件） 

・障害の内容が一目で分かるものもあれば、外見からでは分り難いものもある。自分は聴覚障害であ

る為、一見では他人に分ってもらえない事がほとんどである。買物やファストフード等、マニュア

ルだけの会話を早口で対応されても聴き取れない事がしばしばある。視覚障害者に対しては色々工

夫された表示や標識が有るが、聴覚障害者を識別、表示する物や対応がほとんど無いように思われ

る。障害者全体の対策・対応を図っていただきたい。 

・精神障害者は非常に精神が不安定になりやすく、また長期にわたっての服薬・通院を必要としてい

ると思います。しかし将来への不安（金銭的）から、更に不安になり増々症状が悪くなっていくと

いう悪循環に陥っていくような気がします。しかし就労する勇気がを持つことが難しいです。 

・私はパーキンソン病で、今のところ何でも出来ますが、物忘れがよくあり、不安になります。今は

大丈夫でも、家事が出来なくなったら、自分の事が自分で出来なくなったら、と思うと、とても不

安になりますが、今は大丈夫だし、良いお薬が出来るかも？と思っています。パーキンソン病は筋

肉が減ってしまう病気なので、指導してくださる方がいるとありがたいと思います。 

・内部障害のため、外見から健常者と思われて、職場・外出先で困ることがある。 

 

４．生活環境（35件） 

・文京区のトイレは、新しい施設でもおしり洗いが付いていないので、少しずつ増やして頂けると助

かります。 

・駅などのエレベーターを利用することが多いが、改札口より遠く離れている。バリアフリーである

ことも大切ですが、移動する距離が短い（最短）ことがとても大切です。ホームの“はしっこ”や

“すみっこ”では、そこに行くまでが遠く疲れてしまうので、正直、便利ではないのです。文京区



【資料第１号－２】 

90 

の建物（様々な）からでも意識改革を進めてほしいです。 

・私は一人で外に出られませんが、近くの病院に行く時も道路に自転車が止めてあるので、一緒に連

れて行ってくれる人と歩くのにはとても大変です。杖が引っかかっても転びそうになるし、商店街

などはとても気を使います。 

・自転車に乗った方が歩道を猛スピードで走行されると脅威を感じます。 

・歩行の点字ブロックを、道路上のガタガタな場所ではなく、分かりやすく歩行しやすい所に設置し

てほしい。 

 

５．アンケート（35件） 

・アンケートの内容が難しい。 

・ページが多いのに小封筒では送りにくいです。今後は考えてほしいです。 

・身体の行動や知的面に障害がある方をメインに考えた調査だと思うので、参考になる回答ではない

かもしれないと思っています。聴覚障害には不要なサービスの事ばかりでしたが、しかし聴覚障害

にも不便はたくさんあります。その辺、想定した質問はあまりなかったです。 

・質問が大ざっぱなので、あまり心にひびいてこない面がたくさんありました。個々に必要なことは

回答に表われないこともあると思いますので、これからも本人に対しての細かい聞きとりが必要と

思われます。 

 

６．保健・医療（27件） 

・難病でも保険や助成のない方が多勢いると思います。そういう方達に対してもっと優遇するべきで

はないでしょうか。 

・精神科へ通院費は無料だが、他の病気の費用が３割でつらい。 

・特定医療費の制度が変わってから以前は無料だった薬が自己負担となり苦しい。痛み止めの個数を

へらしたり、新しい薬を試すのをあきらめたりしています。もし入院した時も食費の負担があるの

で、病状が悪い時も入院をすることが難しいです。 

・医療券を持っているが、自己負担で全額を支払っており、実質的には金銭的な補助がない。確かに

収入は多いかもしれないが、税金も多く払っており、それに見合う行政からのサービスを受けられ

ていないと感じている。 

 

７．障害理解（24件） 

・パラリンピック等々で障害者に対する認識もずい分変わってきたと思いますが、知的障害者に対し

てはまだまだずい分格差があると思います。知的障害者に対する差別、偏見が少しでもなくなるこ

とを祈っています。 

・ヘルプマークが作られた事に感謝しております。見た目は健常な方と変わらない為、障害者用のト

イレに入りずらくマークを持つまでは家の中にいる事の方が多かったです。最近は体の為にも少し

ずつ外出するよう心掛けています。 

・ヘルプマーク、ヘルプカードが一般的になっていないので、外出先で疲れた時に優先席に座ってい

ると、年齢的に若いので変な目でみられる。ヘルプマークが一般的でないので外出時、混雑してい

て疲れていても、全然席をゆずってくれない。 

・「こころのバリアフリー」に期待しています。周囲の理解があれば、私は仕事を失うことも、社会と

交わることを避ける必要もなかったと思うからです。 

・今の日本は発達障害への理解が乏しく、偏見を持っている人が多いと感じています。息子が幼少時

よりは良くなっていますが、まだまだです。発達障害は、一見障害者とはわかりにくいので、つら

い思いもたくさんしてきています。 

・気分障害（うつ）により、意欲が出ないことに加えて言語障害を併発しております。一見してわか
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らない障害を抱えているにもかかわらず、それを言葉で説明することが困難な状況にあります。「見

えない障害」に対する理解の拡充、また企業および官公庁への雇用促進施策を積極的に行っていた

だきたいと要望いたします。 

 

８．雇用・就労（21件） 

・精神障害者の就職支援の拡充をお願い致したい。 

・障害の有無を問わない事だと思うが、年齢的に就労先が限られてしまう。限られた就労先で体調に

合わせられる所を探そうとしても難しい。よって、経済的に苦しくなり、それがストレスとなり時

として体調が悪化する。経済的問題が解消すれば、多少の事は自力で何とか出来ると思う。 

・作業所の工賃の低さを改善してもらいたいです。賃金が安すぎると仕事に対するモティベーション

も低下します。 

・比較的軽度な障害ですが、長く付き合わなくてはならない障害です。療養が長引くにつれ、経済的

な不安が多くなりました。健常者と同程度の仕事をしていても、障害者雇用であるため、収入や手

当は健常者に追いつきません。そういった不安や悩みを相談できる機関がほしいです。 

・混雑時の出社時間（通勤時間）など、勤務時間の融通が利くように企業へ理解の呼びかけを行って

欲しいです。 

・私は、区の保健サービスセンターや就労支援センターの助言によって、区内の就労継続支援Ｂ型事

業所へ通い、就労への自信をつけて就労に成功しました。区の資源を充全に使っての就労であり、

今なおお世話になっております。区の支援には感謝しております。 

 

９．情報・相談（20件） 

・大学病院以外に車椅子で対応してもらえる医院、クリニックがどこなのか情報がない。（歯科など） 

・居住は文京区で現在の勤務先も文京区ですが、日常生活では区外に出る事も多いため、他区での施

策に関する情報も入手できる様になると良いと感じます。 

・「障害者福祉のてびき」をさらに充実してほしい。 

・病気について、もう少し相談出来る場があれば良い。 

 

10．将来（19件） 

・私は主人もおりますし、娘家族と同居しており、何か困った事があれば相談や話を聞いてくれる人

達がおります。しかし、これから生活の変化により老いるばかりですので、この先どうなるかで不

安を感じる事があります。 

・兄弟がいても、親なき後は家族に負担をかけなくてすむように、グループホームや施設の充実をお

願いしたいです。 

・障害者に対する区の施策は、かなり良くなって来ていると思う。それでも親が亡くなった後の事は

どうなるのか、障害をお持ちの方、皆さんの心配の種だと思います。これからも、その心配の種が

少しでも安心に近づくよう、区の施策を推進して下さい。 

・障害を持つ我が子に、将来親亡き後が心配でなりません。グループホーム等の充実を希望します。

親ができる協力と子供の自立にも力を注ぎます。 

・とにかくヘルパーさんがいません。どれだけ制度が揃っていても使えなければ無いのと一緒です。

家族にとっては切実です。親亡き後、兄弟姉妹にと思っても、このままではどんどん仲が悪くなっ

てしまいます。現場に手が届くような支援をお願いします。 
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11．災害（12件） 

・現在の借家が老朽化しているので、災害がおきたときに心配です。一人では外出するのに不安を感

じるので、災害時には介助をお願いしたいです。 

・災害時に家に来ていただけるにしても、どのくらい待っていれば良いか電話をしてほしい。家の場

所がわかっているのか心配です。 

・地震などの災害時にどこの医療機関に行けば透析が出来るか心配です。災害時はどこで透析が出来

るか知りたい。 

・私は精神障害者です。一番心配な事は災害です。言葉の理解ができません。親が居ても誰に相談し

たらよいのでしょうか。 

 

12．教育・療育（2件） 

・障害のある方が偏見に合わぬよう、小さなときから教育してほしい。小さい子は心が柔軟だから、

そういうときにしっかり「差別することは恥ずかしいことだ」という認識を持たすことが大切だと

思う。「ハンディキャップを持つ」＝「かわいそう」「自分より下」という心を育ててしまうのは大

人の責任ではないだろうか。 

・障害者に対する理解を深める教育を学生の時からする必要がある。 

 

13．その他（81件） 

・一緒に暮らす親の存在を前提としない、成人障害者の生き方を、特に金銭面からリアルにシミュ

レートした上で施策を考えてほしいと思います。 

・文京区は関連の大学など教育機関も多く抱えているので、ぜひ障害をもち、共に暮らす人たちに

とって住みやすい区であって欲しいと願っています。 

・助けるという事は、事が起きてからだけでなく、起きる前にも必要ではないかと考えます。事前に

対応出来れば、事後の対応よりもコストもダウン出来るのではないかとも思います。規則以外の事

はしない出来ないではなく、内容を精査して新しい前例を作ってこそ前進があると思います。 
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第４章  

サービス事業所の方を対象にした調査 

【一部抜粋版】 
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（３）提供しているサービス 

問３ 貴事業所で提供している障害福祉サービス、児童福祉法に基づく障害児サービス等をお聞

きします。（○はいくつでも） 

    

 

 提供しているサービスをみると、「居宅介護」が34.8％と最も多く、次いで「就労移行支援」が24.6％、

「移動支援事業」と「計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）」が23.2％、「重度訪問介護」

と「共同生活援助（グループホーム）」が20.3％となっています。 

  

34.8

24.6

23.2

23.2

20.3

20.3

17.4

15.9

11.6

8.7

8.7

7.2

5.8

4.3

4.3

2.9

2.9

2.9

1.4

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0 20 40

居宅介護

就労移行支援

計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）

移動支援事業

重度訪問介護

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ｂ型）

生活介護

放課後等デイサービス

同行援護

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

障害児相談支援

児童発達支援

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労継続支援（Ａ型）

短期入所

施設入所支援

地域活動支援センター事業

行動援護

日中一時支援事業

重度障害者等包括支援

療養介護

医療型児童発達支援

保育所等訪問支援

その他

ｎ＝（69）
（%）
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（７）経営で重視していること 

問７ 貴事業所を経営していく上で何を重視していますか。 

（○は３つまで） 

     

 経営していく上での重視点をみると、「職員の資質向上」が66.7％と最も多く、次いで「職員の確保」

が34.8％、「職員の待遇改善」と「収益の確保」が31.9％、「他の事業者との連携」が29.0％となってい

ます。 

《サービス体系別》 

  

サービス体系別にみると、「訪問系」と「地域生活支援事業」では「職員の確保」が最も多く、「日

中活動系」と「障害児通所支援」では「職員の資質の向上」が、「相談支援」では「他の事業者との連

携」がそれぞれ最も多くなっています。 

66.7

34.8

31.9

31.9

29.0

27.5

18.8

8.7

5.8

4.3

4.3

14.5

0 10 20 30 40 50 60 70

職員の資質向上

職員の確保

職員の待遇改善

収益の確保

他の事業者との連携

行政との連携

地域住民等の理解

制度改正などへの対応

施設・設備の改善

事務作業量の軽減

運転資金の調達

その他

ｎ＝（69） （%）

 調査数 職員の確保
職員の待遇
改善

職員の資質
向上

事務作業量
の軽減

施設・設備の
改善

制度改正な
どへの対応

訪問系 26 65.4 46.2 61.5      - 3.8 11.5

日中活動系 30 33.3 23.3 63.3      - 6.7 6.7

居住系 16 31.3 12.5 56.3      - 12.5 6.3

相談支援 17 35.3      - 41.2 11.8 5.9      -

地域生活支援事業 18 66.7 33.3 50.0      - 5.6 5.6

障害児通所支援 9 22.2 44.4 66.7 22.2      -      -

 調査数 収益の確保
運転資金の
調達

他の事業者
との連携

行政との連
携

地域住民等
の理解

その他

訪問系 26 46.2 3.8 30.8 19.2      -      -

日中活動系 30 36.7      - 40.0 30.0 23.3 20.0

居住系 16 43.8      - 56.3 43.8 37.5      -

相談支援 17 35.3      - 58.8 29.4 29.4 11.8

地域生活支援事業 18 44.4      - 44.4 16.7 5.6 5.6

障害児通所支援 9 33.3 22.2 33.3 22.2      - 22.2
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２．職員について 

（１）職員充足状況 

問８ 貴運営法人及び貴事業所にお聞きします。                      

業務量に対して、職員の充足状況（人手）はいかがですか。（○はひとつ）  

 

 

 運営法人の職員充足状況をみると、「十分である」は4.3％となっています。一方、「やや不足している」

が44.9％と最も多く、これに「不足している」の27.5％と「非常に不足している」の17.4％を合わせる

と、《不足状況にある》が89.8％と９割近くを占めています。 

  

全体 (69)

訪問系 (26)

日中活動系 (30)

居住系 (16)

相談支援 (17)

地域生活支援事業 (18)

障害児通所支援 (9)
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て

い

る わ
か

ら
な

い

無
回

答

【運営法人（介護保険サービス事業所等分も含む）】 
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障害福祉サービス等事業所の職員充足状況をみると、「十分である」は13.0％となっています。一方、

「やや不足している」が44.9％と最も多く、これに「不足している」の36.2％と「非常に不足している」

の5.8％を合わせると、《不足状況にある》が86.9％を占めています。 

  

全体 (69)

訪問系 (26)

日中活動系 (30)

居住系 (16)

相談支援 (17)

地域生活支援事業 (18)

障害児通所支援 (9)

23.3

18.8

17.6

11.1

46.2

53.3

62.5

64.7

50.0

44.4

42.3

23.3

12.5

17.6

44.4

44.4

11.5

6.3

5.6

(%)ｎ

13.0 44.9 36.2

5.8

(%)

十
分

で
あ

る

や
や

不
足

し
て
い

る

不
足

し
て

い
る

非
常

に
不

足
し
て

い

る わ
か

ら
な

い

【障害福祉サービス等事業所】 
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（６）人材育成の取組 

問 13 貴事業所では、人材育成のための取り組みをしていますか。 

（○はいくつでも） 

 

 人材育成のための取り組みをみると、「事業所内での研修の実施」が87.0％と最も多く、次いで「事業

所内で事例検討会の実施」が62.3％、「外部研修参加のための休暇取得の支援や金銭的な支援」が55.1％、

「職員キャリアパスの導入」が39.1％となっています。 

 

《サービス体系別》 

   

 

サービス体系別にみると、すべてのサービス体系で「事業所内での研修の実施」が最も多く、８割を超

えています。また、「障害児通所支援」では「事業所内で事例検討会の実施」も 88.9％と多くなってい

ます。

87.0

62.3

55.1

39.1

30.4

24.6

10.1

8.7

7.2

1.4

0 20 40 60 80 100

事業所内で研修の実施

事業所内で事例検討会の実施

外部研修参加のための休暇取得の支援や金銭的な支援

職員キャリアパスの導入

他事業者と合同で研修会の実施

他事業者への異動・受入（人事交流）

他事業者と合同で事例検討会の実施

指導員（チューター）制度の導入

その他

特に行っていない

ｎ＝（69）ｎ＝（69）
（%）

 調査数
事業所内で
研修の実施

事業所内で
事例検討会
の実施

外部研修参

加のための
休暇取得の
支援や金銭
的な支援

他事業者へ
の異動・受入
（人事交流）

他事業者と
合同で研修
会の実施

他事業者と
合同で事例
検討会の実

施

訪問系 26 88.5 53.8 30.8 11.5 15.4      -

日中活動系 30 83.3 46.7 56.7 30.0 40.0 20.0

居住系 16 87.5 37.5 37.5 18.8 43.8 6.3

相談支援 17 94.1 41.2 52.9 29.4 29.4 11.8

地域生活支援事業 18 88.9 50.0 33.3 22.2 11.1      -

障害児通所支援 9 88.9 88.9 44.4 22.2 22.2      -

 調査数
職員キャリア
パスの導入

指導員
（チューター）

制度の導入

特に行ってい
ない

その他

訪問系 26 46.2 7.7 3.8      -

日中活動系 30 40.0 10.0 3.3 13.3

居住系 16 43.8      -      - 6.3

相談支援 17 52.9 5.9      -      -

地域生活支援事業 18 44.4 5.6 5.6      -

障害児通所支援 9 33.3 11.1      -      -
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３．サービス提供について 

（１）サービス提供上の課題 

問 16 貴事業所でサービスを提供する上で、課題となっていることは何ですか。（○は３つま

で） 

   
 サービスを提供する上での課題をみると、「量的に、利用者の希望通り提供できていない」が44.9％と

最も多く、次いで「困難事例への対応が難しい」が34.8％、「変更やキャンセルが多い」が29.0％、「質

的に、利用者の希望通り提供できていない」が27.5％となっています。 

 

《サービス体系別》 

  

サービス体系別にみると、「訪問系」や「地域生活支援事業」では「量的に、利用者の希望通り提供

できていない」が７割を超えて特に多くなっています。また、「障害者通所支援」では「変更やキャン

セルが多い」が66.7％と多くなっています。 

  

44.9

34.8

29.0

27.5

17.4

11.6

2.9

5.8

4.3

0 10 20 30 40 50

量的に、利用者の希望通り提供できていない

困難事例への対応が難しい

変更やキャンセルが多い

質的に、利用者の希望通り提供できていない

休日や夜間の対応が難しい

利用者や家族とのコミュニケーションが難しい

苦情やトラブルが多い

その他

無回答

ｎ＝（69）
（%）

 調査数

量的に、利用

者の希望通
り提供できて
いない

質的に、利用

者の希望通
り提供できて
いない

利用者や家

族とのコミュ
ニケーション
が難しい

困難事例へ
の対応が難

しい

休日や夜間
の対応が難

しい

変更やキャ
ンセルが多

い

訪問系 26 73.1 42.3 15.4 26.9 26.9 34.6

日中活動系 30 33.3 30.0 6.7 36.7 6.7 23.3

居住系 16 37.5 37.5 6.3 31.3 25.0 12.5

相談支援 17 64.7 35.3 11.8 41.2      - 11.8

地域生活支援事業 18 83.3 38.9 16.7 22.2 33.3 22.2

障害児通所支援 9 55.6 22.2      - 22.2      - 66.7

 調査数
苦情やトラブ

ルが多い
その他 無回答

訪問系 26 7.7      - 3.8

日中活動系 30      - 10.0 6.7

居住系 16 6.3      - 12.5

相談支援 17      -      - 5.9

地域生活支援事業 18 5.6      -      -

障害児通所支援 9      - 11.1      -
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（２）利用者や家族からの苦情 

問 17 貴事業所では、サービス利用について、利用者やご家族の方からどのような相談や苦情を

受けることがありますか。（○は３つまで） 

  
 サービス利用についての相談や苦情についてみると、「病状等に関する相談」が36.2％と最も多く、次

いで「区役所での手続きが大変」が21.7％、「利用できるサービスがわかりにくい」が20.3％、「職員間

の申し送りが不十分」が15.9％となっています。 

 

《サービス体系別》 

  

サービス体系別にみると、「日中活動系」では「病状等に関する相談」が43.3％と多くなっています。 

また、「訪問系」では「利用できるサービスがわかりにくい」、「居住系」では「職員間の申し送りが

不十分」がそれぞれもっとも多くなっています。 

  

36.2

21.7

20.3

15.9

14.5

10.1

7.2

5.8

4.3

11.6

18.8

1.4

0 20 40

病状等に関する相談

区役所での手続きが大変

利用できるサービスがわかりにくい

職員間の申し送りが不十分

利用したいサービスが利用できない

利用できる回数や日数が少ない

利用日などが希望通りにならない

利用者負担が大きい

サービスの質が良くない

その他

特にない

無回答

ｎ＝（69） （%）

 調査数
利用できる
サービスが
わかりにくい

区役所での
手続きが大
変

利用できる回
数や日数が
少ない

利用日など
が希望通り
にならない

サービスの

質が良くない

職員間の申
し送りが不十
分

訪問系 26 30.8 3.8 19.2 11.5 3.8 26.9

日中活動系 30 16.7 26.7      -      -      - 26.7

居住系 16 6.3 6.3      -      - 6.3 37.5

相談支援 17 23.5 23.5 5.9 5.9      - 35.3

地域生活支援事業 18 16.7 5.6 5.6 11.1 5.6 38.9

障害児通所支援 9 22.2 33.3 22.2 22.2 11.1 11.1

 調査数

利用したい

サービスが
利用できない

利用者負担
が大きい

病状等に関
する相談

特にない その他 無回答

訪問系 26 26.9 11.5 23.1 11.5 3.8      -

日中活動系 30      - 3.3 43.3 20.0 13.3      -

居住系 16 12.5      - 25.0 25.0 12.5      -

相談支援 17 11.8      - 35.3 11.8 5.9 5.9

地域生活支援事業 18 16.7 5.6 38.9 5.6 5.6      -

障害児通所支援 9      -      - 22.2 33.3      -      -
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（５）障害福祉サービスへの新規参入 

問 20 貴事業所では、今後新規に障害福祉サービス等への参入を検討していますか。（○はいく

つでも） 

  

 今後新規参入を検討しているサービスをみると、「共同生活援助（グループホーム）」が17.4％と最も

多く、次いで「就労継続支援（B型）」が13.0％、「計画相談支援（サービス等利用計画モニタリング）」

が11.6％となっています。 

 

 

 

 

  

17.4

13.0

11.6

5.8

4.3

4.3

4.3

2.9

2.9

2.9

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

11.6

46.4

0 20 40 60

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ｂ型）

計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）

放課後等デイサービス

就労継続支援（Ａ型）

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

地域活動支援センター事業

生活介護

児童発達支援

障害児相談支援

重度訪問介護

行動援護

同行援護

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労移行支援

保育所等訪問支援

居宅介護

重度障害者等包括支援

短期入所

療養介護

施設入所支援

日中一時支援事業

生活サポート事業

医療型児童発達支援

その他

無回答

ｎ＝（69） （%）



【資料第１号－２】 

102 

《サービス体系別》 

 

 

 

（６）指定相談支援事業所の指定を取る予定 

問 21 指定特定相談支援事業所以外の事業所にお聞きします。              

 貴事業所は、特定相談支援事業所の指定をとる予定はありますか。（○はひとつ） 

 
 特定相談支援事業所の指定取得予定については、「指定をとる予定はない」が59.4％と６割近くを占め

ています。一方、「今後指定をとる予定である」は10.1％となっています。 

 

  

 調査数 居宅介護
重度訪問介
護

行動援護
重度障害者
等包括支援

同行援護 短期入所 生活介護 療養介護
自立訓練（機
能訓練・生活
訓練）

訪問系 26      -      - 3.8      - 3.8      -      -      -      -

日中活動系 30      -      -      -      -      -      - 3.3      - 3.3

居住系 16      -      -      -      -      -      -      -      -      -

相談支援 17      -      -      -      -      -      -      -      -      -

地域生活支援事業 18      -      - 5.6      - 5.6      -      -      -      -

障害児通所支援 9      - 11.1      -      -      -      - 11.1      -      -

 調査数
就労移行支
援

就労継続支
援（Ａ型）

就労継続支
援（Ｂ型）

共同生活援
助（グループ
ホーム）

施設入所支
援

地域相談支
援（地域移行
支援・地域定
着支援）

計画相談支
援（サービス
等利用計画・
モニタリング）

地域活動支
援センター事
業

日中一時支
援事業

訪問系 26      -      -      - 19.2      - 3.8 3.8      -      -

日中活動系 30      - 3.3 16.7 30.0      -      - 10.0 3.3      -

居住系 16      - 12.5 12.5 50.0      - 6.3 6.3 6.3      -

相談支援 17      - 5.9 11.8 41.2      - 5.9 5.9      -      -

地域生活支援事業 18      -      -      - 27.8      - 11.1 5.6      -      -

障害児通所支援 9 11.1      - 11.1      -      -      - 22.2 11.1      -

 調査数
生活サポート
事業

児童発達支
援

医療型児童
発達支援

放課後等デ
イサービス

保育所等訪
問支援

障害児相談
支援

その他 無回答

訪問系 26      -      -      - 7.7      - 3.8 7.7 61.5

日中活動系 30      -      -      -      -      -      - 13.3 43.3

居住系 16      -      -      -      -      -      - 6.3 37.5

相談支援 17      -      -      -      -      -      - 17.6 23.5

地域生活支援事業 18      -      -      - 11.1      - 5.6 11.1 38.9

障害児通所支援 9      - 22.2      - 22.2 11.1 11.1 22.2 11.1

10.1 59.4 30.4

ｎ

(69)

(%)

今
後

指
定

を
と
る

予

定
で

あ
る

指
定

を
と

る
予
定

は

な
い

無
回

答
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（７）指定を取る予定がない理由 

問 22 特定相談支援事業所の指定をとる予定はない場合、その理由をお答えください。（○は２

つまで） 

     
 特定相談支援事業所の指定取得の予定がない理由をみると、「職員体制が整わない」が29.0％と最も多

く、次いで「収益性が確保できない」が24.6％、「相談支援専門員がいない」が15.9％となっています。 

 

（８）指定相談支援事業所について 

問 23 指定特定相談支援事業所についてご意見をお書きください。 

 

全部で20件の回答がありました。 

主な意見は以下のとおりです。 

                                                         

○事業所の体制（８件） 

・今後、障害児相談支援を行う予定であるが、職員体制が整わず、断念している。 

・不足している現状は理解したうえで取り組みの必要性を感じてはいるものの、現状の法人の収支状

況、人員状況を鑑みると、まだ指定を受けられる基盤ができておりません。 

・業務量に対して収支の割りが合わず、小さい事業所等では運営が難しい。 

・この事業の為に人件費と人材が必要。旦し、計画相談等だけで収益をあげられず、閉所していると

ころがいくつもある。単独で成り立つレベルにしなければ難しいし、割に合わない。 

・グループホームの利用者が１人暮らしをした時に計画が入っていると、その方が安定して暮すこと

の可能性が高くなる為、やりたいと思う人材が増えてほしい。 

・今後の生活を一緒に考えたり、複雑なサービスを利用するためのサポートとして計画相談の必要性

を強く感じる。しかし、報酬が低く事業の運営はとても困難なため、計画相談のみの運営では、事

業を維持しにくい状況がある。また、相談員のスキルも求められるため、経営が成り立たない状況

で人材を配置しにくい状況もある。 

・収支に見合う形での実施が現状では難しく他の事業と兼務で行う必要がある。しかし、それによっ

て、それぞれの事業が逼迫されるため、無理を続ける体制にならざる得ない。計画作成が必要な件

数と事業者の数が充分ではない。 

・現在の施設、職員体制でできるのであれば検討するが、別途と設備や時間を設けなければいけない

ことのハードルが高い。また、忙しさに比べて収益性が低いと感じる。 

29.0

24.6

15.9

5.8

5.8

0.0

11.6

43.5

0 20 40 60

職員体制が整わない

収益性の確保ができない

相談支援専門員がいない

資金の調達ができない

事業所の確保ができない

指定の取り方がわからない

その他

無回答

ｎ＝（69） （%）
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○制度上の課題（６件） 

・他の事業に比べて業務負担が極めて大きく収益・人件費等が資金的に割に合わな過ぎるのが問題だ

と感じてます。 

・現状では収益性（他事業から持ち出しが前提）に問題のある制度と認識している。 

・給付費が仕事の内容に比べて低すぎる。 

・モニタリング月以外でも訪問や電話で様子を聞いたり、また他事業所との調整等に時間を割いたり

しているが、モニタリング月でないため給付の対象とならない。これでは相談支援専門員のモチ

ベーションもあがらないし、収益の確保も難しいと思われる。 

 

○その他（６件） 

・来年度、職員に相談支援従事者の研修を受けさせてから考えたい。現在、行っている事業所からの

情報も得て判断する。 

・制度自体を理解している方が少なく、説明しても伝わりにくい。必要性を今後も伝えていきたい。 

・障害児の相談支援事業を実施している事業所が少ない。そのため既存の相談支援事業所への負担が

大きくなっている現状があると思います。 

・弊社は「心の相談」を無料でしており、指定相談支援事業所をさせていただければありがたい。 
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（９）一般相談支援事業所の指定を取る予定 

問 24 指定一般相談支援事業所以外の事業所にお聞きします。 

  貴事業所は、一般相談支援事業所の指定を取る予定はありますか。（○はひとつ） 

 
 一般相談支援事業所の指定取得予定については、「指定をとる予定はない」が71.0％と７割を超えてい

ます。一方、「今後指定をとる予定である」は7.2％となっています。 

 

 

（10）指定を取る予定がない理由 

問 25 指定をとる予定はない場合、その理由をお答えください。（○は２つまで） 

     
 一般相談支援事業所の指定取得の予定がない理由をみると、「職員体制が整わない」が42.0％と最も多

く、次いで「収益性の確保ができない」が31.9％、「相談支援専門員」が17.4％となっています。 

 

  

7.2 71.0 21.7

ｎ

(69)

(%)

今
後

指
定

を
と
る

予

定
で

あ
る

指
定

を
と

る
予
定

は

な
い

無
回

答

42.0

31.9

17.4

7.2

4.3

0.0

8.7

31.9

0 20 40 60

職員体制が整わない

収益性の確保ができない

相談支援専門員がいない

事業所の確保ができない

資金の調達ができない

指定の取り方がわからない

その他

無回答

ｎ＝（69） （%）
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（11）一般相談支援事業所について 

問 26 指定一般相談支援事業所についてご意見をお書きください。 

 

全部で９件の回答がありました。 

主な意見は以下のとおりです。 

 

○事業所の体制（４件） 

・それなりのスペース確保と収益が見合わない。 

・経験や知識の豊富な精神保健福祉士のような相談員がいないと運営は難しいと思われる。 

・職員配置上、人材確保の課題と職員自身への負担が多い現状では、運営しづらい。 

・長期入院している人が地域で生活できるきっかけや基盤をつくり、それを維持するための一般相談の

意義は大きい。しかし、計画相談、住まい、経営面、人材など一般相談に類する解決するものや検討

課題が多く、一般相談へのリスクを感じる。 

 

○その他（３件） 

・これからの障害福祉において、地域移行、地域定着支援は大きな柱となってくると思います。それは、

昨今言われている意思決定支援にかかわることだと思うからだ。指定一般相談事業の意味は、利用の

意思決定支援を具体化した一つの事業だと思う。現在、相談支援事業の数が少ない現状がありますが、

増えるような対策を考えていかなくてはいけないと思います。 

・せめて指定特定をとっている事業所だけでも、一般をとってもらえるよう行政からも働きかけてもら

いたいです。 

 

（12）新規サービス参入上の課題 

問 27 新規サービスに参入する上で課題となることは何ですか。参入の予定がない事業所の方

も、参入を想定した場合の課題をお答えください。（○は２つまで） 

  
 新規サービスに参入する上での課題をみると、「新たな職員の確保」が60.9％と最も多く、次いで「収

益性の確保」が30.4％、「障害に対応できる職員の能力育成」と「施設や事業所の確保」が29.0％となっ

ています。 

 

 

60.9

30.4

29.0

29.0

10.1

10.1

1.4

0.0

11.6

0 20 40 60 80

新たな職員の確保

収益性の確保

障害に対応できる職員の能力育成

施設や事業所の確保

新規サービスのノウハウ獲得

参入資金の調達

その他

特にない

無回答

ｎ＝（69） （%）
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《サービス体系別》 

 
 

サービス体系別にみると、すべてのサービス体系で「新たな職員の確保」が最も多くなっています。 

また、「居住系」では「施設や事業所の確保」も 62.5％と多くなっています。 

 

（13）今後の障害福祉施策の充実に向けて必要なこと 

問 28 今後の障害福祉施策の充実に向けて、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つ

まで） 

  
 今後の障害福祉施策の充実に必要なこととしては、「福祉人材確保のための方策」が66.7％と最も多く、

次いで「地域住民の理解や協力」が43.5％、「地域の相談支援体制の充実」と「事務手続きの簡素化」が

29.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 調査数
新たな職員

の確保

障害に対応
できる職員の
能力育成

新規サービ
スのノウハウ
獲得

参入資金の

調達

施設や事業

所の確保

収益性の確

保

訪問系 26 69.2 34.6 7.7 7.7 23.1 38.5

日中活動系 30 53.3 13.3 16.7 13.3 43.3 16.7

居住系 16 75.0 31.3      -      - 62.5 6.3

相談支援 17 76.5 17.6      -      - 47.1 29.4

地域生活支援事業 18 72.2 33.3 5.6 5.6 33.3 50.0

障害児通所支援 9 44.4 33.3 22.2 22.2 33.3 22.2

 調査数 特にない その他 無回答

訪問系 26      - 3.8 7.7

日中活動系 30      -      - 16.7

居住系 16      -      - 6.3

相談支援 17      -      - 11.8

地域生活支援事業 18      -      -      -

障害児通所支援 9      -      - 11.1

66.7

43.5

29.0

29.0

27.5

17.4

13.0

10.1

2.9

0.0

10.1

0 20 40 60 80

福祉人材の確保のための方策

地域住民の理解や協力

地域の相談支援体制の充実

事務手続きの簡素化

地域の生活基盤の充実のための方策

一般就労の促進のための方策

福祉的就労における工賃向上

利用者負担の軽減

その他

特にない

無回答

ｎ＝（69） （%）
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《サービス体系別》 

 

サービス体系別にみると、すべてのサービス体系で「福祉人材確保のための方策」が最も多くなって

います。また、「居住系」では「地域住民の理解や協力」も 75.0％と多くなっています。 

 

  

 調査数
地域住民の
理解や協力

地域の相談
支援体制の

充実

地域の生活

基盤の充実
のための方

策

一般就労の
促進のため

の方策

福祉的就労
における工賃

向上

福祉人材の
確保のため

の方策

訪問系 26 42.3 26.9 50.0 3.8 7.7 73.1

日中活動系 30 50.0 20.0 23.3 23.3 13.3 73.3

居住系 16 75.0 12.5 43.8 6.3 18.8 75.0

相談支援 17 52.9 23.5 47.1 11.8 11.8 70.6

地域生活支援事業 18 61.1 27.8 44.4 5.6 5.6 88.9

障害児通所支援 9 44.4 44.4      - 22.2      - 66.7

 調査数
事務手続き
の簡素化

利用者負担
の軽減

特にない その他 無回答

訪問系 26 26.9 11.5      -      - 11.5

日中活動系 30 23.3 3.3      - 6.7 6.7

居住系 16 6.3      -      -      - 6.3

相談支援 17 5.9      -      -      - 11.8

地域生活支援事業 18 22.2 11.1      -      - 5.6

障害児通所支援 9 44.4 33.3      -      - 11.1
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８．自由意見 

（１）自由意見 

問 33 区の障害者施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、ご自由にお書きくださ

い。 

自由意見は14件ありました。「行政・制度」についての意見が64.3％と最も多くなっています。 

主な意見は以下のとおりです。 

 

(%) 

 
総数 行政・

制度 

サービ

ス内容 

その他 

自由 

意見 14 64.3 21.4 14.3 

 

●主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．行政・制度（９件） 

・現在、児発・放デイの新規開設にむけて抑制をされていると思いますが、既存事業者の増設等は状

況に応じて柔軟に対応頂きたい。理由としては、①既存施設が満床に近いため、ニーズに応えるこ

とができていないこと。②未就学から小学校進学のタイミングで受け皿が足りなく、継続的支援が

できなくなる。③サービス内容に応じて新規開設の許可を頂きたい。今後、中・高生向けに「就労

準備」をコンセプトとした事業所の開設を計画しており、その資源は明らかに不足していると思わ

れるが、放デイの事業所数や支給人数のひとくくりで充足している（新規開設の抑制）と判断され

るのは実情（区民ニース）との隔離につながってしまうため。 

・相談支援について、現在の体制では、サービス等利用計画を作成するだけで相談支援専門員の業務

が手いっぱいで、本来必要とされているケアマネジメントが十分に行われていないのではないだろ

うか。このままではセルフプランの方が労力が少なく、合理的である。そうではなく、利用者（児）

を含めた、家族への客観的でかつ包括的なアセスメントができ、その内容を関係者と連携・共有し、

一貫性のある支援を地域社会において実現していくためには、あらゆる施策をつかってでも、相談

支援事業所を増やし、力のある相談支援専門員を育成しなければいけないと思われます。 

・障がい者施設、障がい者サービスはそれを必要とする当事者の為であることを、行政・事業者・関

係者が改めて自覚し、その為の情報を共有していく事が大切であると感じる。また、現状の施策に

とらわれず、サービス提供の現場においては、当事者の切なるニーズに対して、柔軟に応えられる

体制を採っていただきたいと願う。 

 

２．サービス内容（３件） 

・放課後等デイサービスの事業所数は増加傾向にあり、毎年新しい事業所ができています。そういっ

た傾向から事業所に求められる質が変わってきているように感じます。事業所には特色が求められ、

利用する側は特色を見比べながら、どんな特色にお金を払うか、サービスを買うという考え方が強

くなっていると感じます。このような状況は、事業所同士の競争意欲をかりたて、切磋琢磨してよ

り良いものへと変化する反面、競争が先立ってしまわないかと心配です。事業所同士がよりよい質

の向上を図れるように、うまく切磋琢磨し合えるようなことを障害者施策にいれられるとよいと思

います。 



















こまじいのうちのあゆみと 

区内に広がる居場所づくり 

文京区社会福祉協議会 

駒込地区 地域福祉コーディネーター 

                浦田 愛 

第2回 相談支援専門部会 

社会福祉法人　復生あせび会
タイプライターテキスト
【資料第2号】



地域福祉コーディネーターの配置 

 文京区地域福祉活動計画 

  （平成２４年度～平成２７年度） 

 →平成２４年度～ 

   駒込地区をモデル地区に１名 

 →平成２６年度に２地区目に１名 

 →平成２７年度に３地区目、４地区目に１名ずつ 

 →平成２８年度に各地区２名ずつ 計８名に 



地域福祉コーディネーターの役割 

住民等からの相談を受け、地域の中へ入り、地域の
人々や関係機関と協力して課題を明らかにし、解決
の方向に向けた支援をする 

 

地域支援 個別支援 



こまじいのうち 
実績と効果 



こまじいのうち実績と効果 

• １か月の参加者数が300から400人 

•地域の人材がつながる場 

•新たなサロンが続々と立ち上がり 

•孤立した人たちがつながる 

•居場所がぞくぞくと増加！ 



•12町会掲示板と 

  回覧板を使ってＰＲ 

•地域が関わっている 

 という安心感 

•地域全体の取組みに 

こまじいのうち実績と効果 



0
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10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2013 2014 2015

月別参加者割合 

高齢男 高齢女 大人男 大人女 中高生 

小学生 小学生未満 外国人 その他 

高齢男, 877 

高齢女, 1151 

大人男, 145 

大人女, 977 

中高生, 536 

小学生, 348 

小学生未満, 617 

外国人, 44 

その他, 170 

全体の利用者分布 

高齢男 

高齢女 

大人男 

大人女 

中高生 

小学生 

小学生未満 

外国人 

その他 

4865 

こまじいのうち実績と効果 



こまじいのうちの組織 

運営委員会 

（町会長） 

カフェこま 

スタッフ 

プログラム 

担当 
コアスタッフ 

実行委員会 



こまじいのうちの資金 
•町会からの協賛金 １万×１２町会 

•東京都「地域の底力再生事業助成金」 

  ５０～１００万円 

•利用料 １人１００～３００円 

•会場費 １コマ １０００円 

•寄付金 

•バザーの売り上げ １回 約９００００円 

 



H25.4 5 6 7 8 9 10 11 12 H26.1 2 3 

H26.4 5 6 7 8 9 10 11 12 H27.1 2 3 
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員会 
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員会 

大
掃
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開
所
日
増
や
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相
談 
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作成 

協力者へ声かけ 

実行委
員会 

プレ
開催 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集 

実行委
員会 

視
察 

実行委
員会 

実行委
員会 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾄの仕

組み 

バ
ザ
ー 

実行委
員会 

実行委
員会 

広報委員 
仕組み 

広報会
議 

広報会
議 

実行委
員会 

1周年
記念式
典 

実行委
員会 

実行委
員会 

ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ体
制に 

実行委
員会 

バ
ザ
ー 

バ
ザ
ー 

ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ定例
会開始 

ハロウィンイベント
の企画協力 

助っ
人隊 

第１回
ハロ
ウィン 

こまじいのうちのあゆみ 



プロセスからみる 
こまじいのうち 



最初のきっかけ 

「気軽に立ちより集まれる居
場所づくり」 
秋元さんから 
「提供したい」 

サポート体制 
駒込地域活動センター 

各町会との連携や資金面の調達関係 
 →東京都の助成金を取得 

社協 ボランティアやプログラムの調整 

こまじいのうちの立上げ 



実行委員会形式での検討 
運営について検討 
・名称はどうするか 
・利用料はとるか 
・地区外からも受け入れるか 
・一番何を大事にしていくか 

町会長、民生委員、話し合い員、
みまもりサポーター、青少年委員、
文京区囲碁指導者連絡会、地域
活動栄養士会、東洋大学など 



立ち上期のプロセス 

核になる 

人で素案作成 

協力者を 

集める 

協議の場で 

素案をもとに 

大事なことを 

決める 



オープン！ 



オープン期の活動 





この時期に起こったこと 

•受け入れのスタンス 

•様々な課題がでてくる 

•プログラムの種がでてくる 

•役割が色々でてくる 

•仕組みをつくる 



例：広報の仕組み 

広報が

案を 

作成 

メーリ
ングリ
ストで
確認依
頼 

各担当
者が

チェッ
ク 

広報が
修正 

「完成」
とメーリ
ングリ
ストへ 

地活で

印刷 
町会へ

配布 

町会
担当
者が掲
示・回
覧 



安定してきた運営 

活動者同士の交流や、助け合いの活動へ 



安定してきた運営 

スタッフが関心ある活動にチャレンジ！ 



この時期に起こったこと 

•定例の活動→チャレンジ活動 

•核になる人たちの意識合わせが必
要に 

•組織形成 

•若い人たちの参画 



運営を担うコアメンバー 
 マスター（オーナー） 

 事務局長 

 ボランティアコーディネーター 

 マネージャー 

 会計 

 広報 

 企画 

 非常勤学生スタッフ 

 そしてマスコットボーイ 



こまじいのうちからの 

発展 



こまじいのうちからの発展① 
「談話室プロジェクト」 協力：汐見町連 



こまじいのうちからの発展② 
「さきちゃんち」 



こまじいのうちからの発展③ 
「だんだんひろば」 



拠点づくりに必要なこと 



ニーズがあるか（少なくても可能） 

場所があるか 

企画体制は地縁とテーマ型のミックス
が理想的 

巻き込むという意識 



【席上配布資料第 3号】 

 

平成 29年度第 2回相談支援専門部会 事後アンケート 

 

今回の第 2 回相談支援専門部会では、住民主体で運営している地域拠点「こまじいの家」につ

いて、どんなふうに作り、何をやっていて、誰が利用しているかを社会福祉協議会の浦田さんに

レクチャーして頂きました。こまじいの家の実践を踏まえて、「地域拠点をどう作っていくか、ど

う広げていくか」という視点から、下記の 2点について、各委員のご意見をお聞かせください。 

頂いたご意見をもとに、12月に開催予定の第 3回定例会議にて、より具体的なアイディア出し

のためのグループワークを予定しております。 

 

①ご所属の職場や、お住いの地域、仲間同士などですでに取り組んでいることがあれば、教えて

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②普段の業務・取り組みの他に、「＋α」で地域貢献として実践できそうなことを教えて下さい。

＜例＞クッキー出せます！夜のスペース貸せます！など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上記の設問に関わらず、本日のテーマについての感想など、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しいところ誠に恐れ入りますが、10月 20日（金）までに、基幹相談支援センターへ

ご回答ください。      基幹相談支援センターFAX：03-5940-2904  


